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北
海
道
立
図
書
館
所
蔵
の
『
ア
イ
ヌ
画
譜
』
に
つ
い
て

東　
俊
佑

　

本
稿
は
、
北
海
道
立
図
書
館
所
蔵
の
資
料
『
ア
イ
ヌ
画
譜
』
（
１
）
の
分
析
に
よ
り
、
秦
檍

丸
（
村
上
島
之
允
）
『
蝦
夷
島
奇
観
』
（
２
）
写
本
の
一
端
を
考
察
す
る
も
の
で
あ
る
。
延
い

て
は
、
北
海
道
博
物
館
所
蔵
『
蝦
夷
島
奇
観
』
写
本
（
３
）
の
資
料
的
価
値
へ
の
寄
与
を
目
的

に
著
す
も
の
で
も
あ
る
。

　

一
七
九
九
（
寛
政
十
一
）
年
に
成
立
し
た
檍
丸
の
蝦
夷
地
紀
行
画
集
は
、
幾
度
の
増
補

改
訂
を
重
ね
、
秦
檍
麿
自
筆
『
蝦
夷
島
奇
観
』
（
国
指
定
重
要
文
化
財
、
東
京
国
立
博
物

館
所
蔵
、
以
下
「
東
博
本
」
と
称
す
）
と
し
て
完
成
し
た
と
さ
れ
る
（
谷
澤
・
佐
々
木 

一
九
八
二
：
二
三
〇
）
。
そ
の
一
方
で
、
数
多
く
の
『
蝦
夷
島
奇
観
』
な
ど
と
称
す
る
写
本

が
存
在
す
る
。
そ
の
数
は
少
な
く
と
も
六
五
以
上
に
及
ぶ
と
想
定
さ
れ
る
（
４
）
。
本
稿
で
分

析
す
る
『
ア
イ
ヌ
画
譜
』
も
、
そ
の
な
か
の
一
つ
に
位
置
付
け
る
こ
と
の
で
き
る
も
の
で
あ

る
。

　

『
ア
イ
ヌ
画
譜
』
は
現
在
、
折
本
に
仕
立
て
ら
れ
た
状
態
で
上
巻
及
び
下
巻
の
二
帖
と
し

て
北
海
道
立
図
書
館
に
登
録
さ
れ
て
い
る
。
外
観
は
両
帖
と
も
同
様
の
表
紙
・
裏
表
紙
に
よ

る
装
幀
で
あ
る
（
二
〜
三
頁
写
真
参
照
）
。
法
量
（
外
形
）
は
上
巻
が
縦
二
六
・
八
×
横

蝦
夷
島
奇
観
（Ezogashim

a Kikan

）、
秦
檍
丸
・
檍
麿
（H

ATA 
Aw

akim
aru, Aw

akim
aro

）、
村
上
島
之
允
（M

U
RAKAM

I Shim
anojo

）、

ア
イ
ヌ
絵
（Ainu-e
）、
ア
イ
ヌ
風
俗
画
（Ainu Genre Painting

）

研
究
ノ
ー
ト

キ
ー
ワ
ー
ド

東　

俊
佑
：
北
海
道
博
物
館　

研
究
部　

歴
史
研
究
グ
ル
ー
プ

一　
は
じ
め
に

二
〇
・
五
㎝
、
下
巻
が
縦
二
六
・
六
×
横
一
九
・
五
㎝
で
あ
り
、
横
幅
は
上
巻
の
方
が
若
干

長
い
。
ま
た
、
両
帖
と
も
表
紙
中
央
上
部
に
題
箋
（
絹
地
）
の
貼
付
が
あ
る
も
の
の
文
字
の

記
載
は
な
い
。
な
お
、
表
紙
右
上
貼
付
の
ラ
ベ
ル
は
所
蔵
館
の
蔵
書
ラ
ベ
ル
で
あ
る
。

　

内
容
に
つ
い
て
は
、
次
章
以
下
で
詳
し
く
検
討
す
る
と
お
り
、
上
巻
が
東
博
本
の
「
六　

熊
祭
部
」
、
下
巻
は
東
博
本
の
「
十
二　

唐
太
部
」
と
よ
く
似
た
構
成
で
あ
り
、
そ
れ
ら
の

関
連
資
料
と
評
価
で
き
る
も
の
で
あ
る
。

　

本
稿
で
は
以
下
、
「
二
」
で
各
場
面
の
絵
と
詞
書
に
つ
い
て
、
『
ア
イ
ヌ
画
譜
』
と
東
博

本
を
比
較
す
る
形
で
示
し
、
「
三
」
で
各
場
面
ご
と
に
考
察
を
行
い
、
最
後
に
「
四
」
で
総

合
考
察
を
行
う
。

二　
絵
と
詞
書

　　

［
表
１
］
（
次
頁
）
は
『
ア
イ
ヌ
画
譜
』
二
帖
の
構
成
・
内
容
を
整
理
し
た
も
の
で
あ

る
。
上
巻
は
東
博
本
「
六　

熊
祭
部
」
掲
載
の
五
場
面
、
下
巻
は
東
博
本
「
十
二　

唐
太

部
」
掲
載
の
八
場
面
（
最
初
の
目
録
を
含
む
、
絵
・
詞
書
と
し
て
は
七
場
面
）
か
ら
構
成
さ

れ
る
。
本
稿
で
は
各
場
面
に
「
上
１
」
（
上
巻
の
第
一
場
面
の
略
）
な
ど
と
整
理
番
号
を
便

宜
上
付
し
、
画
題
も
示
し
た
。
画
題
は
、
料
紙
に
記
載
の
名
称
を
採
用
し
た
が
、
名
称
不
記

載
の
も
の
は
東
博
本
の
名
称
な
ど
を
参
考
に
、
筆
者
が
便
宜
上
付
し
た
。
〔　

〕
内
は
筆
者

に
よ
る
註
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　

以
下
、
各
場
面
ご
と
に
資
料
の
写
真
（
絵
・
詞
書
）
と
詞
書
の
釈
文
を
示
し
た
。
比
較
の

た
め
に
、
東
博
本
の
写
真
と
詞
書
の
釈
文
も
示
し
た
。
東
博
本
釈
文
の
赤
字
は
、
『
ア
イ
ヌ

画
譜
』
釈
文
と
の
相
違
部
分
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
釈
文
中
の
〔　

〕
は
筆
者
に
よ

る
註
で
あ
る
。
東
博
本
の
釈
文
掲
載
、
及
び
釈
文
中
の
註
の
挿
入
に
あ
た
っ
て
は
、
谷
澤
尚

一
・
佐
々
木
利
和
編
『
秦
檍
麿
自
筆　

蝦
夷
島
奇
観
』
（
谷
澤
・
佐
々
木 

一
九
八
二
）
な
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ど
を
参
照
し
た
。

　

詞
書
の
翻
刻
に
あ
た
っ
て
は
、
旧
漢
字
や
異
体
字
な
ど
は
で
き
る
だ
け
そ
の
ま
ま
示
し
た

が
、
一
部
似
た
字
で
代
用
し
た
箇
所
が
あ
る
。
行
立
て
は
資
料
ど
お
り
と
し
た
。

　

掲
載
写
真
に
つ
い
て
は
、
本
稿
で
の
分
析
に
支
障
の
な
い
範
囲
で
明
る
さ
の
調
整
、
色
補

正
、
解
像
度
調
整
、
変
形
処
理
、
ト
リ
ミ
ン
グ
な
ど
を
行
っ
た
補
正
画
像
で
あ
る
こ
と
を
お

断
り
し
て
お
く
。
ま
た
、
レ
イ
ア
ウ
ト
の
都
合
上
、
同
じ
資
料
、
同
じ
場
面
で
あ
っ
て
も
適

宜
縮
小
し
て
写
真
を
提
示
し
た
も
の
も
あ
る
。

　

な
お
、
『
ア
イ
ヌ
画
譜
』
、
東
博
本
の
ほ
か
に
、
参
考
と
し
て
北
海
道
立
図
書
館
所
蔵

『
蝦
夷
島
奇
観
』
（
以
下
、
「
道
図
本
」
と
称
す
）
や
北
海
道
博
物
館
所
蔵
本
（
５
）
（
以
下

「
北
博
本
Ａ
」
、
「
北
博
本
Ｂ
」
と
称
す
）
該
当
場
面
の
写
真
も
適
宜
示
し
た
。

『アイヌ画譜』外観
表紙右上の蔵書ラベル「210.088／A／1」とあるのが
上巻、「210.088／A／2」が下巻である。

表1　『アイヌ画譜』の構成

アイヌ画譜 東博本

構　　成 場面番号と画題 料紙の法量 掲載箇所と画題
番号 料紙上の画題 目録上の画題 巻 料紙上の画題 目録上の画題

上巻
1オ 見返 26.8×40.6cm

2オ 1ウ 上1 〔熊祭踊図〕 －（目録なし） 26.8×40.6cm 六　熊祭部 〔熊祭踊図〕 －

3オ 2ウ 上2 〔熊祭花矢射図〕 －（目録なし） 26.8×40.6cm 六　熊祭部 〔熊祭花矢射図〕 －

4オ 3ウ 上3 〔熊祭挟殺図〕 －（目録なし） 26.8×40.6cm 六　熊祭部 〔熊祭挟殺図〕 －

5オ 4ウ 上4 〔熊祭神酒飲図〕 －（目録なし） 26.8×40.6cm 六　熊祭部 〔熊祭神酒飲図〕 －

6オ 5ウ 上5 〔熊祭酒宴図〕 －（目録なし） 26.8×40.6cm 六　熊祭部 〔熊祭酒宴図〕 －

裏見返 6ウ 26.8×40.6cm
下巻

1オ 見返 26.7×38.8cm

2オ 1ウ 下1 唐太部〔唐太部目録〕 － 26.7×38.1cm 十二　唐太部 〔唐太部目録〕

3オ 2ウ 下2 〔唐太島夷図〕 唐太島夷図 26.7×38.2cm 十二　唐太部 〔唐太島夷図〕 唐太島夷図

4オ 3ウ 下3 シラヌシ地図 シラヌシ地図 26.7×38.7cm 十二　唐太部 シラヌシ地図 シラヌシ地図

5オ 4ウ 下4 使犬引舟図 使犬引舟引図 26.7×38.5cm 十二　唐太部 使犬引舟図 使犬引舟引図

6オ 5ウ 下5 〔判官岬図〕 判官岬図 26.7×38.4cm 十二　唐太部 〔判官岬図〕 判官岬図

7オ 6ウ 下6 唐
カラ

人
フト

島酋長墓
男夷墓図
※目録の順番では「カ
ラフト椀図」

26.7×38.2cm 十二　唐太部 唐
カラ

人
フト

島酋長墓 男夷墓

8オ 7ウ 下7 カラフト椀
イタンキ カラフト椀図

※目録の順番では「男
夷墓図」

26.7×38.7cm 十二　唐太部 カラフト椀
イタンキ

カラフト椀図

9オ 8ウ 下8 カラフト女夷墓 女夷墓図 26.7×38.3cm 十二　唐太部 カラフト女夷墓 女夷墓

裏見返 9ウ 26.7×38.8cm
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アイヌ画譜　上（表紙）アイヌ画譜　下（表紙）

1オ	 見返

【アイヌ画譜　上】【アイヌ画譜　下】

裏見返	 6ウ裏見返	 9ウ

1オ	 見返
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上
１　
〔
熊
祭
踊
図
〕

参
考　
道
図
本　
〔
熊
祭
踊
図
〕

参考　北博本B　〔熊祭踊図〕 参考　北博本A　〔熊祭踊図〕

【
道
図
本
釈
文
】

※
ア
イ
ヌ
画
譜
に
同
じ
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【
釈
文
】

イ
ヨ
マ
ン
テ 

一
曰
イ
ヨ

ヲ
マ
ン
テ 

是
夷
地
の
大
祭
事

に
し
て
、
熊
を
殺
し
神
に
祀
る
、
初
春
よ
り

深
山
の
積
雪
を
分
て
、
飼
馴
た
る
犬
に
熊
の

し
た
る
を
さ
く
ら
し
め
、
獲
る
子
を

取
れ
は
家
婦
に
あ
た
へ
、
乳
味
を
も
つ
て

育
る
、
生
質
に
よ
り
荒
き
ハ
籠
に
入
置
も

あ
り
、
食
は
魚
肉
を
飼
ふ
、
冬
十
月
頃
に

至
れ
は
長
し
て
大
熊
と
な
る
、

日
を
ト
し
て
酒
食
を

製
し
、
親
族
深
友
を

あ
つ
む
る
、
是
を
賓マ
ラ

人フ
ト

造カ
ル

と
云
、
其
日
の
朝
熊
に
食
事

さ
ま
〳
〵
喰
セ
、
神
ハ
今
日

ヲ
マ
ン
テ
セ
り
、
よ
く
〳
〵
餌ヱ

喰ヘ

し

給
へ
と
祝
言
し
、
集
夷
篭
を

め
く
り
躍リ
ム
セを

す
、
削
り
か
け
の

弊イ
ナ
ヲ木

を
製
し
、
如
垣
に

な
ら
へ
、
前
に
文ア
ヤ

蓙キ
ナ

を
敷
、

扨
熊
を
篭
よ
り
出
す
ハ
、

家
婦
の
な
す
事
古
例
な
り
、

【
東
博
本
釈
文
】

イ
ヨ
マ
ン
テ 

一
曰
イ
ヨ

ヲ
マ
ン
テ 

是
夷
地
の
大
祭

事
に
し
て
、
熊
を
殺
し
神
に
祭
る
也
、

初
春
の
頃
よ
り
深
山
の
積
雪
を
分
て
、

飼
馴
た
る
犬
お
し
て
熊
の
蟄
し

た
る
を
探
ら
し
む
、
子
を
捕
獲
て

家
婦
に
授
、
乳
味
を
以
て
是
を

育
し
む
、
生
質
に
よ
り
て
荒
き
ハ

籠
に
入
置
も
あ
り
、
食
は

魚
肉
を
與
て
是
を
養
、

冬
十
月
頃
に
至
れ
は

長
し
て
大
熊
と
な
る
、
日
を

ト
し
て
酒
食
を
設
、
親
族
朋
友

を
集
む
、
是
を
賓マ
ラ

人フ
ト

造カ
ル

と
云
、

其
朝
熊
に
食
事
さ
ま
〳
〵

喰
セ
、
神
は
今
日
ヲ
マ
ン
テ

セ
り
、
よ
く
〳
〵
餌ヱ

喰ヘ

し

給
へ
と
説
言
し
、
集
夷

篭
を
め
く
り
躍リ
ム
セを

す
、

削
り
か
け
の
幣イ
ナ
ヲ木

を

製
し
、
如
垣
に
な
ら
へ

前
に
文ア
ヤ
キ
ナ席

を
敷
き
、

扨
熊
を
籠
よ
り

出
す
は
、
家
婦
の
な
す

事
古
例
な
り
、

参
考　
東
博
本　
六　
熊
祭
部　
〔
熊
祭
踊
図
〕

Im
age: TN

M
 Im

age Archives
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上
２　
〔
熊
祭
花
矢
射
図
〕

参
考　
道
図
本　
〔
熊
祭
花
矢
射
図
〕

参考　北博本B　〔熊祭花矢射図〕 参考　北博本A　〔熊祭花矢射図〕

【
道
図
本
釈
文
】

※
ア
イ
ヌ
画
譜
に
同
じ



東　俊佑　北海道立図書館所蔵の『アイヌ画譜』について

256
（7）

【
釈
文
】

其
時
群
夷
の
中
に
一
人
両
耳
を
と
り
て

背
に
う
ち
乗
ハ
、
五
三
人
立
寄
、
首
に
綱
三
筋

結
ひ
付
、
あ
な
た
こ
な
た
と
心
侭
に
く
る
ひ

遊
セ
、
首ヲ
ト
ナ長

傍
に
あ
り
て
、
山
の
方
に
向
ひ

矢
を
放
つ
、
カ
モ
井
シ
ノ
ヲ
マ
ン
デ
ノ
ウ
と

唱
ふ
、
夫
よ
り
男
夷
ハ
嬰
子
に

至
る
ま
て
假
に
弓
矢
を
製
し

持
せ
、
先
其
所
の
首
長
の

一
男
か
又
は
熊
を
飼
置

家
の
子
か
射
初
な
り
、
矢
の

當
る
の
ミ
疵
ハ
つ
か
す
、

【
東
博
本
釈
文
】

其
時
衆
夷
の
中
に
一
人
両
耳
を

取
り
て
背
に
打
乗
れ
ハ
、
五
三
人
立

よ
り
、
首
に
綱
三
筋
結
ひ
付
、
あ

な
た
こ
な
た
と
心
侭
に
く
る
ひ
遊

セ
、
酋ヲ

ト
ナ長

側
に
あ
り
て
、
山
の
方
に

む
か
ひ
矢
を
放
つ
、
カ
モ
井
シ
ノ

ヲ
マ
ン
テ
ノ
ウ
と
唱
ふ
、
夫
よ
り

男
夷
は
嬰
子
に

至
る
ま
て
假
に
弓
矢
を

製
し
持
セ
、
先
其
所
の

酋
長
の
一
男
又
は
熊
を

飼
置
家
の
子
お
し
て

射
初
し
む
、
矢
の
當
る
の
ミ

に
し
て
疵
は
つ
か
す
、

参
考　
東
博
本　
六　
熊
祭
部　
〔
熊
祭
花
矢
射
図
〕

Im
age: TN

M
 Im

age Archives
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上
３　
〔
熊
祭
挟
殺
図
〕

参
考　
道
図
本　
〔
熊
祭
挟
殺
図
〕

【
道
図
本
釈
文
】

※
ア
イ
ヌ
画
譜
に
同
じ
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【
釈
文
】

長
八
尺
ば
か
り
な
る
木
を
三
本

か
ね
〳
〵
作
り
置
、
射
㕝
終
れ
は

首
を
木
の
上
に
引
す
へ
、
上
よ
り
も

木
に
て
押
へ
、
胴
へ
も
横
に
木
を
か
け

押
殺
す
、
時
に
白
銀
作
り
の
太
刀
を

首
に
當
る
の
ミ
、
少
し
も
刃
物
を

用
ひ
す
、
此
時
所
に
よ
り
て

む
ら
か
る
夷
に
栗
の
実
、
粢
を

ま
き
か
け
る
も
あ
り
、
育
た
る

婦
ハ
な
け
き
に
堪
す
、
ふ
し

ま
ろ
ふ
は
か
り
な
り
、

【
東
博
本
釈
文
】

長
八
尺
は
か
り
な
る
木
を
三
本

か
ね
〳
〵
作
り
置
、
射
事
終
れ
は

熊
の
首
を
木
の
上
へ
引
す
へ
、
上

よ
り
木
ニ
て
お
さ
へ
、
胴
へ
も
横
に

木
を
か
け
押
殺
す
、
時
に
白
銀

作
り
の
太
刀
を
首
に
當
る
の
ミ
、

少
し
も
刃
物
を
用
ひ
す
、
此
時

土
地
に
よ
り
て
む
ら
か
る
夷
に

栗
の
実
、
粢
の
ま
き
掛
る
も

あ
り
、
育
た
る
婦
ハ
歎
き
に

た
へ
す
し
て
、
伏
し
ま
ろ
ひ
て

是
を
悲
し
む
、

参
考　
東
博
本　
六　
熊
祭
部　
〔
熊
祭
挟
殺
図
〕

参考　北博本B　〔熊祭挟殺図〕

参考　北博本A　〔熊祭挟殺図〕

Im
age: TN

M
 Im

age Archives
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上
４　
〔
熊
祭
神
酒
飲
図
〕

参
考　
道
図
本　
〔
神
酒
飲
図
〕

参考　北博本B　〔熊祭神酒飲図〕 参考　北博本A　〔熊祭神酒飲図〕

【
道
図
本
釈
文
】

※
ア
イ
ヌ
画
譜
に
同
じ
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【
釈
文
】

造
飾
し
た
る
ヌ
シ
ヤ
サ
ン
カ
タ 

幣
代
を

か
さ
り
た
る
棚 

に
太
タ
ン
子
ツ
プ

刀
、
短ヱ
モ
シ刀

、
玉シ
ト
キ器

、

其
外
金
銀
鏤
た
る
器
種
々
か
さ
り
、
あ
る
と
あ
る
宝
器
を

出
し
て
あ
か
な
へ
り
、
扨
殺
し
た
る
熊
を
席
の
中
央
に
置
、

夷
服
を
着
さ
し
め
、
耳
鐶
、
又
太
刀
を
帯
さ
し
め
、
酒
食
を

供
し
、
拝
礼
厳
重
に
な
し
、
祝
詞
曰
首
長
、 

　

我チ
コ
ル
カ
モ
井

神　

至タ
子
ハ
ツ
ク
ノ

今　

為カ
モ
井
ニ
ア
ヌ
ワ

神　

今タ
ン
ド
ア
ナ
キ
子

日 

　

 

ヲ
マ
ン
デ
ヱ
ア
ン
ル
井
タ
バ
ン　
　

   
シ
ユ
カ
ン
ナ

　

送
兄 

夷
言
称
神
曰
ヱ
、
蓋

敬
神
之
意
、
ヱ
此
言
兄　

再

　

神カ
モ
井
ニ
ア
ヌ
ワ

而
来　

明ヲ
ヤ
バ

年　

我チ
コ
ル
ナ
ン
コ
ル
ク
シ
ユ

自
執
之

　

今タ
子
ア
ナ
キ
子

　

 　

兄ヱ
ヲ
ロ
タ

　

 

敢サ
ラ
ン
ハ

　

 

辞ク
キ
ナ
ン
コ
ン
ナ

 

集
會
の
男
女
夫
々
に
言
挙
て
、

神
の
出
立
太
刀
を
帯
し
、
衣
服

耳
鐶
粧
ひ
い
さ
ま
し
き
有
様
な
と
ゝ

祝
し
、
神カ
モ
イ酒

飲ノ
ミ

を
ぞ
は
し
め
け
る
、 

※
２
行
目
上
か
ら
５
字
目
は
「
鏤
」
で
代
用
し
た
。

（
東
博
本
釈
文
も
同
様
）

参
考　
東
博
本　
六　
熊
祭
部　
〔
熊
祭
神
酒
飲
図
〕

Im
age: TN

M
 Im

age Archives

【
東
博
本
釈
文
】

造
飾
し
た
る
ヌ
シ
ヤ
サ
ン
カ
タ 

幣
代
を
か

さ
り
た
る
棚 

に
太
タ
ン
子
ツ
プ

刀
、

短
刀
、
玉シ
ト
キ器

、
其
外
金
銀
鏤
た
る
器
種
々
飾
、

あ
る
と
あ
る
宝
器
を
出
し
て

あ
か
な
へ
り
、
扨
殺
し
た
る

熊
を
中
央
に
置
、
夷
服
を

著
さ
し
め
、
耳
環
、
又
太
刀
を

帯
さ
し
め
、
酒
食
を
供
し
、

拜
礼
厳
重
に
し
て
、
酋
長

た
る
者
祝
詞
し
て
曰
、 

　

我
神　

至
今　

為
神

　

今タ
ン
ド
ア
ナ
キ
子

日　

送
兄
夷
言
称
神
曰
ヱ
、
蓋

敬
神
之
意
、
ヱ
此
言
兄　

　

再
神
而
来　

明ヲ
ヤ
バ年

　

我チ
コ
ル
ナ
ン自

執カ

之
ル
ク
シ
ユ　

今タ
子
□
□
キ
子

　

　

兄ヱ
ヲ
ロ
タ

　

 

敢　

 

辞ク
キ
ナ
ン
コ
ン
ナ

 

集
會
の
男
女
夫
々
に

言
挙
て
、
神
の
出
立

太
刀
を
帯
し
、
衣

服
を
着
し
、
耳
環

を
粧
ひ
い
さ
ま
し

き
有
様
な
と
ゝ
祝

し
、
神カ
モ
イ酒

飲ノ
ミ

を
そ

始
め
け
る
、 

ヱ
モ
シチ

コ
ル
カ
モ
イ　
タ
子
バ
ツ
ク
ノ　

カ
モ
イ
ニ
ア
ヌ
ワ

ヲ
マ
ン
デ
ヱ
ア
ン
ル
イ
タ
バ
ン

シ
ユ
カ
ン
ナ
カ
モ
イ
ニ
ア
ヌ
ワ

サ
ラ
ン
バ
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上
５　
〔
熊
祭
酒
宴
図
〕

参
考　
道
図
本　
〔
熊
祭
酒
宴
図
〕

参考　北博本B　〔熊祭酒宴図〕 参考　北博本A　〔熊祭酒宴図〕

【
道
図
本
釈
文
】

※
ア
イ
ヌ
画
譜
に
同
じ
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【
釈
文
】

　
　

此
時
は
支
配
人
、
番
人
を
賓
客
と
し
て
、
子
供
従ウ
タ
レ僕

の
は
て
迠
も

　
　

酒
を
飲
、
飽
さ
し
め
て
、
三
五
日
か
中
ハ
躍
さ
ま
〳
〵
に
振
舞
け
る
、

　
　

翌
日
ハ
熊
の
皮
を
剥
、
肉
を
養
に
し
て
喰
ふ
、
頭
ハ

　
　

木
幣
を
付
て
、
ヌ
シ
ヤ
に
祀
り
置
ぬ
、 

一
、
熊
を
殺
し
直
に
皮
を
剥
、
頭
を
付
て
、
杭
の
長
さ
三
尺

　
　

は
か
り
な
る
を
立
、
彼
皮
を
着
セ
全
體
を
作
り
、
衣
服
、

　
　

太
刀
を
帯
さ
せ
て
、
酒
食
を
供
す
る
所
も
あ
り
、
亦
家
の

　
　

中
に
祝
る
も
あ
り
、
遠
近
所
々
に
て
、
少
し
つ
ゝ
異
れ
り
、

　
　

蝦
夷
島
の
熊
五
種
あ
り
、
曰
熊
ホ
ク
ユ
ク、

曰
羆
ヲ
ン
子
ホ
ク
ユ
ク

、
曰
ア
ル
キ
ツ
フ
ハ

　
　

羆
の
又
長
大
な
る
な
り
、
希
に
深
山
よ
り
出
る
大
さ
丈
に
至
る
、

　
　

人
を
見
て
襲
き
た
る
、
夷
言
ア
ル
キ
ツ
フ
ハ
来
る
器
と

　
　

い
ふ
こ
と
な
り
、
蝦
夷
人
獲
る
と
い
へ
と
も
食
せ
す
、

　
　

此
則
酋
羆
な
り
、
傳
言
、
大
木
の
精
化
し
て

　
　

な
れ
る
と
て
、
斧
に
て
切
断
し
て
山
に
捨
る
、

　
　

又
化
し
て
木
と
な
る
よ
し
、
本
草
綱
目
狗
條

下
、
時
珍
曰
、
又
有
老

　
　
木
之
精
状
如
黒
狗
而
無
尾
、
名
曰
彭
候
可
以
烹
食
無
情
化
有

情
精
霊
之
變
也
、

 

　
　

曰
魋
、
曰
白
熊
、
此
二
種
ヱ
ト
ロ
ー
島
に
出
る
、 

　
　

時
珍
曰
、
熊
、
羆
、
魋
三
種
一
類
也
、
如
豕
色
黒
者
〔
熊
也
〕
、

　
　

大
而
色
黄
白
羆
也
、
小
而
色
黄
赤
者
魋
也
、

　
　

建
平
人
呼
魋
、
為
赤
熊
、
陸
機
謂
羆
、
為
黄

　
　

熊
是
矣
、
羆
頭
長
脚
高
猛
憨
多
力
、
能

　
　

抜

木
、
虎
亦
畏
之
、
愚
人
則
人
立
而

　
　

攫
之
、
故
俗
呼
、
為
人
熊
關
西
呼

　
　

猳
熊
、
羅
願
、
爾
雅
翼
云
、
熊
有

　
　

猪
熊
、
形
如
豕
、
有
馬
熊
、
形
如
馬
、

　
　

即
羆
也
、
或
云
、
羆
即
熊
也
雄
者
、 

　
　

【
東
博
本
釈
文
】

　
　

此
時
は
支
配
人
、
番
人
を
賓
客
と
し
て
、

　
　

子
供
従ウ
タ
レ僕

の
は
て
迄
も
酒
を
飲
、
飽
さ

　
　

し
め
て
、
三
五
日
か
中
は
さ
ま
〳
〵
に

　
　

躍
、
振
舞
を
し
ぬ
、
翌
日
は
熊
の
皮

　
　

を
剥
き
、
肉
を
養
に
し
て
喰
ふ
、
頭
は

　
　

木
幣
を
附
て
、
ヌ
シ
ヤ
ニ
祭
り
置
ぬ
、

　
　
又
熊
を
殺
し
直
に
皮
を
剥
、
頭
を
附
て
、

　
　

杭
の
長
さ
三
尺
は
か
り
な
る
を
立
、
彼
皮
を

　
　

着
セ
全
體
を
作
り
、
衣
服
、
大
刀
を
帯

　
　

さ
セ
て
、
酒
食
を
供
す
る
處
あ
り
、

　
　

又
家
の
内
に
祭
る
も
あ
り
、
遠
近

　
　

處
々
に
て
、
少
し
つ
ゝ
異
れ
り
、

　
　

蝦
夷
島
の
熊
五
種
あ
り
、
曰
熊
ホ
ク
ユ
ク、

　
　

曰
羆
ヲ
ン
子
ホ
ク
ユ
ク

、
曰
ア
ル
キ
ツ
フ
ハ
羆
の
ま
た
長

大
な
る
者
な
り
、

　
　
希
に
深
山
よ
り
出
る
大
さ
丈
に
至
る
、
人
を
見
て

襲
来
る
、
ア
ル
キ
ツ
フ
ハ
夷
言
に
て
来
る
器
と

　
　
い
ふ
こ
と
な
り
、
蝦
夷
獲
る
と
い
へ
と
も
食

セ
す
、
是
則
酋
羆
な
り
、
傳
へ
云
、
大
木
の
精

　
　
化
し
て
な
れ
る
と
て
、
斧
に
て
切
断

し
て
山
に
捨
る
、
又
化
し
て
木
と
な
る
と
、

　
　
本
草
綱
目
狗
條
下
、
時
珍
曰
、
又
有
老
木

精
状
如
黒
狗
而
無
尾
、
名
曰
彭
候
可

　
　
以
烹
食
無
情
化
有

情
精
霊
之
変
也
、 

曰
魋
、
曰
白
熊
、

　
　
此
二
種
ヱ
ト
ロ
ー

島
に
出
る
、

 

　
　

時
珎
曰
、
熊
、
羆
、
魋
三
種
一

　
　

類
也
、
如
豕
色
黒
者
〔
熊
也
〕
、
大

　
　

而
色
黄
白
羆
也
、
小
而
色
黄
赤
者
魋
也
、

　
　

建
平
人
呼
魋
、
為
赤
熊
、
陸
機
謂
羆
、
為

　
　

黄
熊
是
矣
、
羆
頭
長
脚
高
猛
憨
多
力
、
能
抜

　
　

樹
木
、
虎
亦
畏
之
、
見
人
則
人
立
而
攫
之
、
故
俗
呼
、
為

　
　

□
□
関
西
呼
猳
熊
、
羅
願
、
爾
雅
翼
云
、
熊
有
猪
熊
、
形
如

　
　

□
□
□
熊
、
形
如
馬
、
即
羆
也
、
或
云
、
羆
即
熊
之
雄
者
、

参
考　
東
博
本　
六　
熊
祭
部　
〔
熊
祭
酒
宴
図
〕

Im
age: TN

M
 Im

age Archives
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下
１　
唐
太
部
〔
唐
太
部
目
録
〕

【
釈
文
】

唐
太
部

唐
太
島
夷
圖　
　
　
　
　

シ
ラ
ヌ
シ
地
圖

使
犬
引
舟
引
圖　
　
　
　

判
官
岬
圖

カ
ラ
フ
ト
椀
圖　
　
　
　

男
夷
墓
圖

女
夷
墓
圖

【
東
博
本
釈
文
】

唐
太
部

唐
太
島
夷
圖　
　
　
　
　

シ
ラ
ヌ
シ
地
圖

使
犬
引
舟
引
圖　
　
　
　

判
官
岬
圖

カ
ラ
フ
ト
椀
圖　
　
　
　

男
夷
墓

女
夷
墓

参
考　
東
博
本　
十
二　
唐
太
部　
〔
唐
太
部
目
録
〕
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下
２　
唐
太
島
夷
図

【
釈
文
】

カ
ラ
フ
ト
嶋
ハ
西
夷
地
ソ
ウ
ヤ
よ
り
西
廿
里
に
あ
り
、

嶋
の
極
を
盡
す
者
な
し
、
明
和
年
間
松
前
家

臣
和
田
某
を
遣
し
て
五
十
有
余
里
を
順
島
さ
し
む
、

夫
よ
り
シ
ラ
ヌ
シ
に
館
を
建
て
鎮
護
す
、

享
和
改
元
年
五
月
信
濃
守
源
忠
明
奉

台
命
西
夷
地
を
回
り
、
屬
吏
中
村
意
積
、

高
橋
一
宅
に
命
し
て
南
北
二
百
余
里
の

地
理
を
視
し
む
、
古
へ
よ
り
カ
ラ
フ
ト
人
、

山
丹
人
共
に
ソ
ウ
ヤ
に
来
り
、
持
渡
る
錦
、

玉
、
煙
管
の
種
々
、
獺
、
狐
、
狸
、
鹿
の

皮
と
交
易
す
、
煙
管
に
ハ
満
文
を
刻
す
、

漢
字
を
記
し
た
る
も
あ
り
、
錦
ハ
唐
山
、
蘇
州

に
て
製
セ
る
を
韃
靼
に
渡
り
、
山
丹
を

経
て
蝦
夷
島
に
渡
来
す
、
蘇
州
の
織
臣

相
瑞
と
織
入
し
を
予
蔵
セ
り
、
初
め
此

島
の
夷
山
丹
夷
と
共
に
ソ
ウ
ヤ
に
来
り
、
韃
靼
服

を
着
し
た
り
、
故
に
唐カ
ラ
フ
ト人

と
云
し
よ
り
嶋
名
と

な
り
た
る
と
云
、
シ
ラ
ヌ
シ
よ
り
西
百
余
里
に

タ
ラ
井
カ
と
云
所
あ
り
、
是
此
島
の
名
な
る
よ
し
、

ソ
ウ
ヤ
酋
長
ヲ
タ
ト
モ
ン
ク
ル
か
た
れ
り
、

一
、
風
俗
も
蝦
夷
と
ハ
少
し
異
り
、
服
も

蕁
麻
糸
に
て
織
り
、
文
繡
如
圖
、
冬
春
ハ

穴
居
し
、
土
鍋
、
埴
物
を
製
し
用
ゆ
、

ま
た
家
々
に
犬
を
飼
ふ
、
児
犬
の
時

陰
嚢
を
破
り
、
玉
を
抜
取
育
つ
れ
ハ
、
後

勇
猛
多
力
に
し
て
、
舟
を
引
、
亦
雪
中

車
を
牽
く
、
雌
犬
に
交
合
の
氣
を

發
セ
す
、
す
へ
て
此
島
葬
祭
、
墳
に
い
た
る

ま
て
蝦
夷
島
の
製
と
ハ
異
る
、

【
東
博
本
釈
文
】

カ
ラ
フ
ト
島
ハ
西
夷
地
ソ
ウ
ヤ
よ
り
西
廿
里
に
あ
り
、

島
の
極
を
盡
す
者
な
し
、
明
和
年
間
松
前
家

臣
和
田
某
を
遣
し
て
五
十
有
余
里
を
順
島
さ
し
む
、

夫
よ
り
シ
ラ
ヌ
シ
に
館
を
建
て
鎮
護
す
、

享
和
改
元
年
五
月
信
濃
守
源
忠
明
奉

台
命
西
夷
地
を
回
り
、
屬
吏
中
村
意
積
、

高
橋
一
宅
に
命
し
て
南
北
二
百
余
里
の

地
理
を
視
し
む
、
古
へ
よ
り
カ
ラ
フ
ト
人
、

山
丹
人
共
に
ソ
ウ
ヤ
に
来
り
、
持
渡
る
錦
、

玉
、
煙
管
の
種
々
、
獺
、
狐
、
狸
、
鹿
の

皮
と
交
易
す
、
煙
管
に
ハ
満
文
を
刻
す
、

漢
字
を
記
し
た
る
も
あ
り
、
錦
ハ
唐
山
、
蘇
州

に
て
製
セ
る
を
韃
靼
に
渡
り
、
山
丹
を

経
て
蝦
夷
島
に
渡
来
す
、
蘇
州
の
織
臣

相
瑞
と
織
入
し
を
予
蔵
セ
り
、
初
め
此

島
の
夷
山
丹
夷
と
共
に
ソ
ウ
ヤ
に
来
り
、
韃
靼
服

を
着
し
た
り
、
故
に
唐カ
ラ
フ
ト人

と
云
し
よ
り
島
名
と

な
り
た
る
と
云
、
シ
ラ
ヌ
シ
よ
り
西
百
余
里
に

タ
ラ
井
カ
と
云
所
あ
り
、
是
此
島
の
名
な
る
よ
し
、

ソ
ウ
ヤ
酋
長
ヲ
タ
ト
モ
ン
ク
ル
か
た
れ
り
、

一
、
風
俗
も
蝦
夷
と
ハ
少
し
異
り
、
服
も

蕁
麻
糸
に
て
織
り
、
文
繡
如
圖
、
冬
春
ハ

穴
居
し
、
土
鍋
、
埴
物
を
製
し
用
ゆ
、

ま
た
家
々
に
犬
を
飼
ふ
、
児
犬
の
時

陰
嚢
を
破
り
、
玉
を
抜
取
育
つ
れ
ハ
、
後

勇
猛
多
力
に
し
て
、
舟
を
引
、
亦
雪
中

車
を
牽
く
、
雌
犬
に
交
合
の
氣
を

發
セ
す
、
す
へ
て
此
島
葬
祭
、
墳
に
い
た
る

ま
て
蝦
夷
島
の
製
と
ハ
異
る
、
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参
考　
東
博
本　
十
二　
唐
太
部　
唐
太
島
夷
図

参
考　
道
図
本　
〔
唐
太
島
夷
図
〕

Im
age: TN

M
 Im

age Archives
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下
３　
シ
ラ
ヌ
シ
地
図

【
釈
文
】

シ
ラ
ヌ
シ
地
圖

チ
ヤ
シ

弁
天
祠

會シ
ラ
ヌ
シ所

リ
イ
シ
リ

レ
ブ
ン
シ
リ

【
東
博
本
釈
文
】

シ
ラ
ヌ
シ
地
圖

参
考　
東
博
本　
十
二　
唐
太
部　
シ
ラ
ヌ
シ
地
図

チ
ヤ
シ

弁
天
祠

會シ
ラ
ヌ
シ所

リ
イ
シ
リ

レ
フ
ン
シ
リ

Im
age: TN

M
 Im

age Archives
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下
４　
使
犬
引
舟
図

【
釈
文
】

使
犬
引
舟
圖

【
東
博
本
釈
文
】

使
犬
引
舟
圖

参
考　
東
博
本　
十
二　
唐
太
部　
使
犬
引
舟
図

Im
age: TN

M
 Im

age Archives
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参
考　
東
博
本　
十
二　
唐
太
部　
判
官
岬
図

下
５　
判
官
岬
図

【
釈
文
】

夷
傳
へ
い
ふ
判
官
、
此
島
に 

渡
り
、
自
像
を
石
に
て
建
、
山 

丹
の
地
方
に
渡
り
行
給
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

と
、

参
考　
道
図
本　
〔
判
官
岬
図
〕

【
東
博
本
釈
文
】

夷
傳
へ
い
ふ
判
官
、
此
島
に 

渡
り
、
自
像
を
石
に
て
建
、
山 

丹
の
地
方
に
渡
り
行
給
ふ

と
、

【
道
図
本
釈
文
】

夷
云
傳
ふ
判
官
、
此
島
に 

渡
り
、
自
像
を
石
ニ
て
建
、

山
丹
の
地
方
に
渡
り
行

給
ふ
よ
し
云
傳
ふ
、

Im
age: TN

M
 Im

age Archives
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下
６　
唐
人
島
酋
長
墓

【
釈
文
】

唐カ
ラ

人フ
ト

島
酋
長
墓

【
東
博
本
釈
文
】

唐カ
ラ

人フ
ト

島
酋
長
墓

参
考　
道
図
本　
カ
ラ
フ
ト
酋
長
墓

参
考　
東
博
本　
唐
人
島
酋
長
墓

【
道
図
本
釈
文
】

カ
ラ
フ
ト
酋
長
墓

Im
age: TN

M
 Im

age Archives
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下
７　
カ
ラ
フ
ト
椀

【
釈
文
】

カ
ラ
フ
ト
椀

イ
タ
ン
キ

【
東
博
本
釈
文
】

カ
ラ
フ
ト
椀

イ
タ
ン
キ

参
考　
東
博
本　
カ
ラ
フ
ト
椀

Im
age: TN

M
 Im

age Archives
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下
８　
カ
ラ
フ
ト
女
夷
墓

【
釈
文
】

カ
ラ
フ
ト
女
夷
墓

【
東
博
本
釈
文
】

カ
ラ
フ
ト
女
夷
墓

参
考　
東
博
本　
カ
ラ
フ
ト
女
夷
墓

参
考　
道
図
本　
カ
ラ
フ
ト
女
夷
墓

【
道
図
本
釈
文
】

カ
ラ
フ
ト
女
夷
墓

Im
age: TN

M
 Im

age Archives
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三　
各
場
面
の
考
察

　

こ
こ
で
は
各
場
面
ご
と
の
特
徴
に
つ
い
て
、
東
博
本
と
比
較
す
る
形
で
考
察
を
行
う
。
絵

の
細
か
い
筆
致
な
ど
の
検
討
に
つ
い
て
は
、
美
術
史
家
の
考
察
も
俟
ち
た
い
。

１　
上
１　
〔
熊
祭
踊
図
〕

　

「
イ
ヨ
マ
ン
テ
（
イ
ヨ
ヲ
マ
ン
テ
）
」
（
ク
マ
祭
り
・
ク
マ
送
り
）
と
称
す
る
儀
式
の
一

節
を
描
い
た
絵
と
説
明
を
記
し
た
場
面
で
あ
る
。
東
博
本
の
「
六　

熊
祭
部
」
に
も
似
た
場

面
の
描
写
が
あ
る
。
画
面
右
の
真
ん
中
で
、
座
す
三
人
の
男
性
が
「
弊
木
（
イ
ナ
ヲ
）
」
を

削
る
一
方
で
、
「
篭
」
（
ク
マ
檻
）
の
ま
わ
り
で
十
数
人
が
「
躍
（
リ
ム
セ
）
」
を
し
て
い

る
場
面
で
あ
る
。

　

東
博
本
と
の
主
な
相
違
点
は
、
ク
マ
檻
の
ま
わ
り
で
踊
る
人
た
ち
の
人
数
（
『
ア
イ
ヌ
画

譜
』
は
十
五
人
、
東
博
本
は
十
四
人
）
、
画
面
左
の
真
ん
中
で
手
を
挙
げ
て
踊
る
裸
の
子
ど

も
の
有
無
、
ク
マ
檻
右
の
男
性
が
木
皮
衣
（
６
）
の
上
に
羽
織
る
赤
色
系
の
上
着
の
文
様
の
有

無
、
地
面
の
草
の
描
写
の
有
無
、
画
面
右
下
ゴ
ザ
上
の
片
口
（
漆
器
）
の
文
様
の
有
無
、
踊

る
人
物
た
ち
が
腰
か
ら
提
げ
て
い
る
タ
バ
コ
入
れ
や
物
入
れ
な
ど
の
描
写
の
有
無
（
７
）
、
ク

マ
檻
左
の
女
性
の
首
飾
り
（
青
玉
に
赤
の
漆
器
）
の
描
写
の
有
無
（
東
博
本
は
男
性
の
描

写
）
な
ど
で
あ
る
。
絵
の
構
図
と
し
て
は
東
博
本
と
ほ
と
ん
ど
遜
色
な
い
程
度
、
も
し
く
は

そ
れ
以
上
の
情
報
量
の
描
写
と
言
え
る
。
詞
書
に
つ
い
て
は
、
言
い
回
し
の
細
部
、
行
立
て

に
多
少
の
相
違
が
あ
る
程
度
で
あ
り
、
東
博
本
と
遜
色
な
い
内
容
情
報
で
あ
る
。

　

東
博
本
の
〔
熊
祭
踊
図
〕
の
絵
の
描
写
法
と
詞
書
の
筆
蹟
は
、
檍
丸
の
典
型
的
な
そ
れ
で

あ
る
（
８
）
。
そ
れ
に
対
し
『
ア
イ
ヌ
画
譜
』
〔
熊
祭
踊
図
〕
の
絵
と
詞
書
の
解
釈
に
は
よ
り

総
合
的
な
検
討
を
要
す
る
の
で
、
本
稿
次
章
「
四　

総
合
考
察
」
に
て
ま
と
め
て
私
見
を
述

べ
る
こ
と
と
す
る
。
詞
書
の
筆
蹟
は
と
も
か
く
、
と
り
わ
け
絵
に
関
し
て
は
、
例
え
ば
人
物

の
顔
や
髪
の
描
き
方
な
ど
に
注
目
し
て
も
、
東
博
本
と
は
著
し
い
相
違
が
あ
り
、
檍
丸
の
自

筆
と
す
る
根
拠
を
筆
者
は
見
出
せ
な
い
（
写
真
１
参
照
）
。

　

以
上
の
考
察
か
ら
、
本
場
面
は
、
情
報
量
的
に
東
博
本
と
遜
色
の
な
い
類
似
図
で
あ
る
と

写真１　上：アイヌ画譜
　　　　下：東博本（部分）
　　　　Image: TNM Image Archives

だ
け
、
こ
こ
で
は
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

　

な
お
、
道
図
本
に
も
同
場
面
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
絵
の
描
写
法
は
『
ア
イ
ヌ
画
譜
』
と

は
異
な
る
が
、
絵
の
情
報
量
は
『
ア
イ
ヌ
画
譜
』
と
ほ
ぼ
同
等
で
あ
り
、
詞
書
の
筆
蹟
は
同

筆
で
あ
る
。
し
か
も
詞
書
の
記
載
は
、
内
容
や
行
立
て
ま
で
ほ
ぼ
一
致
す
る
こ
と
に
は
注
目

し
て
お
き
た
い
（
次
頁
写
真
２
参
照
）
。

２　
上
２　
〔
熊
祭
花
矢
射
図
〕

　

「
イ
ヨ
マ
ン
テ
」
の
一
節
を
描
い
た
絵
と
説
明
を
記
し
た
場
面
で
あ
り
、
東
博
本
の
「
六　

熊
祭
部
」
に
も
似
た
場
面
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
ク
マ
の
首
に
三
本
の
綱
を
結
び
付
け
た
う

え
で
、
あ
る
程
度
自
由
に
動
き
ま
わ
る
ク
マ
に
向
か
っ
て
複
数
人
が
矢
を
放
つ
場
面
で
あ

る
。

　

東
博
本
と
の
主
な
相
違
点
は
、
画
面
真
ん
中
や
や
右
下
で
手
を
広
げ
右
を
向
く
男
児
（
着

物
着
用
）
と
裸
の
子
ど
も
（
東
博
本
）
、
画
面
真
ん
中
右
の
「
首
長
（
ヲ
ト
ナ
）
」
が
着
用

す
る
小
袖
の
着
色
（
『
ア
イ
ヌ
画
譜
』
は
薄
紫
色
系
、
東
博
本
は
赤
色
系
）
、
画
面
中
央
ク

マ
の
右
上
で
弓
を
持
つ
裸
の
子
ど
も
の
有
無
、
地
面
の
草
の
描
写
の
有
無
、
木
皮
衣
に
お
け

る
帯
や
肩
付
近
に
お
け
る
文
様
描
写
の
有
無
、
ク
マ
に
向
け
ら
れ
た
矢
の
描
写
（
ク
マ
に
四

本
の
矢
が
刺
さ
り
、
二
本
は
地
面
に
落
ち
て
い
る
。
東
博
本
は
三
本
の
矢
が
ク
マ
に
刺
さ
る
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の
み
で
、
地
面
に
落
ち
た
矢
の
描
写
は
な
い
）
、
な
ど
で
あ
る
。
北
海
道
博
物
館
所
蔵
の

『
蝦
夷
島
奇
観
』
（
北
博
本
Ａ
、
北
博
本
Ｂ
）
な
ど
の
同
じ
場
面
で
は
、
矢
は
ク
マ
に
刺

さ
っ
て
お
ら
ず
、
地
面
に
落
ち
た
状
態
の
描
写
で
あ
る
こ
と
も
多
い
が
、
『
ア
イ
ヌ
画
譜
』

は
東
博
本
と
北
博
本
の
両
方
の
要
素
を
盛
り
込
ん
だ
描
写
と
な
っ
て
い
る
。
詞
書
に
つ
い
て

は
文
飾
程
度
の
相
違
で
あ
り
、
東
博
本
と
遜
色
な
い
内
容
情
報
で
あ
る
。

　

絵
の
描
写
法
と
詞
書
の
筆
蹟
の
検
討
は
、
次
章
「
四　

総
合
考
察
」
で
述
べ
る
。

　

以
上
の
考
察
か
ら
、
本
場
面
も
、
情
報
量
的
に
東
博
本
と
遜
色
の
な
い
類
似
図
で
あ
る
と

だ
け
、
こ
こ
で
は
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

　

な
お
、
道
図
本
に
も
同
場
面
が
収
録
さ
れ
て
お
り
、
前
場
面
と
同
様
に
、
絵
の
情
報
量
は

ほ
ぼ
同
等
で
あ
り
、
詞
書
の
筆
蹟
も
同
筆
で
あ
る
。

３　
上
３　
〔
熊
祭
挟
殺
図
〕

　

「
イ
ヨ
マ
ン
テ
」
の
一
節
を
描
い
た
絵
と
説
明
を
記
し
た
場
面
で
あ
り
、
東
博
本
の
「
六　

熊
祭
部
」
に
も
似
た
場
面
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
三
本
の
木
で
ク
マ
を
挟
み
、
木
の
上
に
十

数
人
が
乗
っ
て
ク
マ
を
挟
殺
す
る
場
面
で
あ
る
。
三
本
の
う
ち
二
本
は
ク
マ
の
首
を
上
下
で

挟
み
、
残
り
の
一
本
は
胴
体
を
押
さ
え
付
け
る
の
に
用
い
る
。
画
面
手
前
の
ク
マ
の
頭
の
左

手
に
は
白
銀
作
り
の
太
刀
を
持
つ
男
性
が
描
か
れ
、
ク
マ
の
頭
の
右
下
に
は
、
ク
マ
を
育
て

て
き
た
女
性
が
俯
い
て
嘆
き
悲
し
む
姿
が
描
写
さ
れ
て
い
る
。

　

東
博
本
と
の
主
な
相
違
点
は
、
木
が
三
本
描
か
れ
て
い
る
こ
と
（
東
博
本
は
ク
マ
の
首
を

挟
む
二
本
し
か
描
写
さ
れ
て
い
な
い
）
、
木
の
上
に
裸
の
子
ど
も
を
含
め
十
五
人
が
描
写
さ

れ
て
い
る
こ
と
（
東
博
本
は
十
人
）
、
太
刀
へ
の
黄
色
・
赤
色
系
の
着
色
、
木
の
上
の
左
か

ら
二
番
目
の
男
性
の
布
（
内
着
）
の
着
色
（
薄
紫
色
系
、
東
博
本
は
赤
色
系
）
、
周
辺
の
草

の
描
写
の
有
無
、
木
皮
衣
に
お
け
る
帯
の
描
写
の
有
無
な
ど
で
あ
る
。
多
人
数
で
三
本
の
大

木
を
用
い
て
ク
マ
を
挟
殺
す
る
『
ア
イ
ヌ
画
譜
』
の
描
写
は
、
詞
書
に
忠
実
な
表
現
で
あ

り
、
そ
の
点
で
東
博
本
は
『
ア
イ
ヌ
画
譜
』
よ
り
も
簡
素
な
描
写
と
言
え
る
。
詞
書
に
つ
い

て
は
文
飾
程
度
の
相
違
で
あ
り
、
東
博
本
と
遜
色
な
い
内
容
情
報
で
あ
る
。

　

絵
の
描
写
法
と
詞
書
の
筆
蹟
の
検
討
は
、
次
章
「
四　

総
合
考
察
」
で
述
べ
る
。

　

以
上
の
考
察
か
ら
、
本
場
面
も
、
情
報
量
的
に
東
博
本
と
遜
色
の
な
い
類
似
図
で
あ
る
と

だ
け
、
こ
こ
で
は
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

　

な
お
、
道
図
本
に
も
同
場
面
が
収
録
さ
れ
て
お
り
、
前
場
面
と
同
様
に
、
絵
の
情
報
量
は

ほ
ぼ
同
等
で
あ
り
、
詞
書
の
筆
蹟
も
同
筆
で
あ
る
。

４　
上
４　
〔
熊
祭
神
酒
飲
図
〕

　

「
イ
ヨ
マ
ン
テ
」
の
一
節
を
描
い
た
絵
と
説
明
を
記
し
た
場
面
で
あ
り
、
東
博
本
の
「
六　

熊
祭
部
」
に
も
似
た
場
面
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
挟
殺
し
た
ク
マ
を
「
席
」
の
中
央
に
配
置

し
、
周
囲
に
太
刀
、
短
刀
、
玉
器
、
漆
器
な
ど
の
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
宝
物
を
飾
り
立
て
酒
食

を
供
え
た
飾
棚
（
祭
壇
）
に
向
か
っ
て
、
首
長
が
「
祝
詞
」
を
述
べ
た
あ
と
「
神
酒
飲
（
カ

写真２　上：アイヌ画譜、下：道図本
14行目「餌喰」の「ヱへ」、15行目末の「を」の有無などを除く
と筆蹟、内容、行立てが一致している。
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モ
イ
ノ
ミ
）
」
を
は
じ
め
る
場
面
で
あ
る
。

　

東
博
本
と
の
主
な
相
違
点
は
、
祭
壇
正
面
奥
の
木
幣
の
形
（
『
ア
イ
ヌ
画
譜
』
は
傘
の
よ

う
に
開
い
た
形
、
東
博
本
は
閉
じ
た
形
）
、
太
刀
や
首
飾
り
の
着
色
や
文
様
（
『
ア
イ
ヌ
画

譜
』
の
描
写
の
方
が
細
緻
）
、
祭
壇
正
面
奥
の
描
写
（
『
ア
イ
ヌ
画
譜
』
は
木
幣
が
立
て
掛

け
て
あ
る
よ
う
に
縦
線
を
斜
め
に
引
い
て
い
る
の
に
対
し
、
東
博
本
は
縦
線
を
上
下
に
引
い

て
柵
の
よ
う
に
描
き
、
そ
の
上
に
木
幣
を
描
い
て
い
る
）
、
床
や
側
面
の
ゴ
ザ
（
ア
ヤ
キ

ナ
）
の
文
様
・
着
色
（
『
ア
イ
ヌ
画
譜
』
は
薄
茶
色
系
を
基
調
に
黒
色
や
赤
色
系
で
文
様
を

描
写
し
て
い
る
の
に
対
し
、
東
博
本
は
緑
色
系
を
基
調
に
黒
色
系
で
文
様
を
描
写
）
、
ク
マ

の
耳
の
輪
の
描
写
の
有
無
（
『
ア
イ
ヌ
画
譜
』
は
白
色
系
の
着
色
で
は
っ
き
り
と
描
写
）
、

床
の
ゴ
ザ
上
に
置
か
れ
た
漆
器
類
の
数
・
種
類
と
文
様
描
写
（
『
ア
イ
ヌ
画
譜
』
の
方
が
数

や
種
類
が
多
く
、
漆
器
の
蒔
絵
・
沈
金
な
ど
の
描
写
が
東
博
本
よ
り
細
緻
）
、
地
面
に
お
け

る
草
の
描
写
の
有
無
、
祭
壇
手
前
で
首
長
が
持
つ
台
盃
の
椀
の
側
面
の
文
様
の
有
無
、
祭
壇

手
前
に
座
す
人
び
と
の
着
物
（
小
袖
、
木
皮
衣
）
の
描
写
（
『
ア
イ
ヌ
画
譜
』
の
木
皮
衣
に

は
帯
の
描
写
も
あ
り
）
、
画
面
右
上
で
箱
型
黒
漆
の
漆
器
を
運
ぶ
人
物
の
有
無
（
東
博
本
に

の
み
描
写
）
、
そ
の
下
の
箱
型
赤
漆
・
黒
漆
の
漆
器
を
運
ぶ
男
性
二
人
の
描
写
の
有
無
（
東

博
本
は
裸
の
子
ど
も
一
人
の
描
写
）
、
な
ど
で
あ
る
。
全
般
的
に
『
ア
イ
ヌ
画
譜
』
の
方
が

東
博
本
よ
り
描
写
が
細
緻
で
あ
る
。
詞
書
に
つ
い
て
は
文
飾
程
度
の
相
違
で
あ
り
、
東
博
本

と
遜
色
な
い
内
容
情
報
で
あ
る
。
な
お
、
ア
イ
ヌ
語
表
記
の
拗
音
部
分
に
傍
線
を
付
け
て
い

る
箇
所
が
い
く
つ
か
見
ら
れ
る
（
東
博
本
で
は
促
音
に
も
傍
線
表
記
あ
り
）
。

　

絵
の
描
写
法
と
詞
書
の
筆
蹟
の
検
討
は
、
次
章
「
四　

総
合
考
察
」
で
述
べ
る
。

　

以
上
の
考
察
か
ら
、
本
場
面
も
、
情
報
量
的
に
東
博
本
と
遜
色
の
な
い
、
も
し
く
は
そ
れ

以
上
の
情
報
量
を
含
む
類
似
図
で
あ
る
と
だ
け
、
こ
こ
で
は
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

　

な
お
、
道
図
本
に
も
同
場
面
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
場
面
の
構
図
は
『
ア
イ
ヌ
画
譜
』
と

同
等
で
あ
り
、
詞
書
の
筆
蹟
も
同
筆
で
あ
る
が
、
祭
壇
上
に
置
か
れ
た
漆
器
に
蒔
絵
・
沈
金

の
描
写
は
な
く
、
全
般
的
に
『
ア
イ
ヌ
画
譜
』
よ
り
も
描
写
が
簡
素
で
あ
る
。

５　
上
５　
〔
熊
祭
酒
宴
図
〕

　

「
イ
ヨ
マ
ン
テ
」
の
一
節
を
描
い
た
絵
と
説
明
を
記
し
た
場
面
で
あ
り
、
東
博
本
の
「
六　

熊
祭
部
」
に
も
似
た
場
面
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
「
場
所
」
に
お
い
て
付
き
合
い
の
あ
る
和

人
の
支
配
人
、
番
人
を
招
待
し
、
ゴ
ザ
の
上
で
十
人
が
酒
を
酌
み
交
わ
す
場
面
で
あ
る
。
詞

書
は
、
三
〜
五
日
続
く
酒
宴
の
後
の
ク
マ
肉
や
皮
、
頭
骨
の
扱
い
や
蝦
夷
島
に
お
け
る
ク
マ

の
種
類
な
ど
に
つ
い
て
説
明
す
る
が
、
絵
は
酒
を
飲
む
場
面
の
み
の
描
写
と
な
っ
て
い
る
。

　

東
博
本
と
の
主
な
相
違
点
は
、
ゴ
ザ
の
着
色
（
『
ア
イ
ヌ
画
譜
』
は
薄
茶
色
系
、
東
博
本

は
緑
色
系
が
基
色
）
、
和
人
や
ア
イ
ヌ
が
着
用
す
る
羽
織
、
小
袖
、
木
皮
衣
な
ど
の
着
色
や

文
様
（
木
皮
衣
に
は
帯
の
描
写
も
あ
る
）
、
台
盃
の
椀
の
外
側
の
着
色
（
『
ア
イ
ヌ
画
譜
』

は
赤
漆
（
上
段
左
端
に
座
す
年
配
の
和
人
の
持
つ
台
盃
に
は
文
様
の
描
写
も
あ
る
）
、
東
博

本
は
黒
漆
）
、
画
面
右
下
の
描
写
（
『
ア
イ
ヌ
画
譜
』
は
ゴ
ザ
の
上
に
片
口
を
も
つ
人
物
一

人
と
行
器
三
つ
。
東
博
本
は
ゴ
ザ
の
上
に
行
器
二
つ
と
台
盃
一
組
が
置
か
れ
、
大
人
二
人
と

裸
の
子
ど
も
一
人
は
ゴ
ザ
の
上
で
は
な
く
地
面
に
立
っ
て
い
る
）
、
地
面
に
お
け
る
草
の
描

写
の
有
無
な
ど
で
あ
る
。
構
図
と
し
て
『
ア
イ
ヌ
画
譜
』
と
東
博
本
が
決
定
的
に
異
な
る
の

は
、
画
面
右
下
の
ゴ
ザ
上
の
漆
器
と
人
物
の
描
写
で
あ
る
。
子
ど
も
の
描
写
が
あ
る
点
で
東

博
本
は
詞
書
の
内
容
（
「
子
供
従
僕
の
は
て
迄
も
酒
を
飲
」
）
に
近
い
と
も
言
え
る
が
、
酒

が
行
器
三
つ
に
満
た
さ
れ
て
い
る
描
写
は
、
大
量
の
酒
が
消
費
さ
れ
る
様
の
表
現
と
も
言

え
、
情
報
量
的
な
優
劣
は
一
様
に
下
せ
な
い
。
な
お
、
大
き
な
ゴ
ザ
上
の
左
端
の
男
性
が
着

用
す
る
吉
野
桜
の
小
袖
に
は
、
『
ア
イ
ヌ
画
譜
』
に
は
背
中
に
「
芳
野
」
（
※
「
野
」
は
く

ず
し
字
の
異
体
字
で
表
記
）
と
あ
り
、
東
博
本
に
は
背
中
か
ら
右
腰
に
「
吉
野
」
と
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
同
じ
吉
野
桜
の
小
袖
の
描
写
で
あ
っ
て
も
、
微
妙
に
表
現
が
異
な
る
点
（
敢
え

て
同
じ
描
写
と
し
な
い
意
図
）
か
ら
は
、
両
者
の
近
縁
性
、
あ
る
い
は
何
ら
か
の
深
い
繋
が

り
を
読
み
取
る
こ
と
も
可
能
な
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
詞
書
に
つ
い
て
は
文
飾
程
度
の
相
違

で
あ
り
、
東
博
本
と
遜
色
な
い
内
容
情
報
で
あ
る
。

　

絵
の
描
写
法
と
詞
書
の
筆
蹟
の
検
討
は
、
次
章
「
四　

総
合
考
察
」
で
述
べ
る
。

　

以
上
の
考
察
か
ら
、
本
場
面
も
、
情
報
量
的
に
東
博
本
と
遜
色
の
な
い
類
似
図
で
あ
る
と



北海道博物館研究紀要　第9号　2024年

237
（26）

だ
け
、
こ
こ
で
は
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

　

な
お
、
道
図
本
に
も
同
場
面
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
場
面
の
構
図
は
『
ア
イ
ヌ
画
譜
』
と

同
等
で
あ
り
、
詞
書
の
筆
蹟
も
同
筆
で
あ
り
、
内
容
・
行
立
て
も
一
致
し
て
い
る
。
な
お
、

大
き
な
ゴ
ザ
上
の
左
端
の
男
性
の
小
袖
は
、
桜
の
花
び
ら
の
模
様
で
あ
る
が
文
字
は
「
寿
」

で
あ
る
。

６　
下
１　
〔
唐
太
部
目
録
〕

　

「
唐
太
部
」
の
画
題
が
箇
条
書
き
さ
れ
た
目
録
で
あ
り
、
東
博
本
の
「
十
二　

唐
太
部
」

に
も
似
た
場
面
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。

　

東
博
本
と
の
相
違
点
は
、
「
男
夷
墓
圖
」
「
女
夷
墓
圖
」
と
「
圖
」
が
付
加
さ
れ
て
い
る

こ
と
の
み
で
あ
る
。
「
使
犬
引
舟
引
圖
」
は
、
料
紙
上
は
「
使
犬
引
船
圖
」
と
な
っ
て
い
る

点
も
一
致
し
て
い
る
。

　

こ
の
筆
蹟
に
つ
い
て
、
『
ア
イ
ヌ
画
譜
』
と
東
博
本
が
異
筆
で
あ
る
と
判
断
す
る
人
は
ま

ず
い
な
い
だ
ろ
う
（
写
真
３
参
照
）
。
東
博
本
は
秦
檍
丸
の
自
筆
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
こ

れ
も
彼
の
手
に
よ
る
自
筆
と
み
て
間
違
い
な
い
。

　

料
紙
の
質
感
か
ら
見
て
も
、
『
ア
イ
ヌ
画
譜
』
は
後
世
の
影
写
や
写
真
複
製
本
な
ど
で
は

な
く
、
東
博
本
と
同
時
代
の
こ
ろ
の
作
と
み
て
よ
い
。

　

以
上
の
考
察
か
ら
、
本
場
面
は
檍
丸
の
自
筆
と
判
断
し
て
お
き
た
い
。

７　
下
２　
唐
太
島
夷
図

　

「
カ
ラ
フ
ト
嶋
」
の
地
理
、
松
前
藩
士
や
幕
吏
の
調
査
、
「
山
丹
人
」
の
交
易
、
「
カ
ラ

フ
ト
人
」
の
風
俗
な
ど
に
つ
い
て
の
説
明
と
絵
を
記
し
た
場
面
で
あ
り
、
東
博
本
の
「
十
二　

唐
太
部
」
に
も
似
た
場
面
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
絵
は
画
面
右
に
錦
（
中
国
製
絹
織
物
の
反

物
）
を
広
げ
見
る
二
人
の
人
物
、
画
面
左
に
イ
ヌ
を
牽
き
連
れ
青
玉
を
手
に
持
つ
男
性
の
描

写
で
あ
る
。

　

絵
に
関
し
て
、
東
博
本
と
の
相
違
点
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
強
い
て
あ
げ
る
な
ら
ば
、
着
物

（
木
皮
衣
）
の
着
色
が
東
博
本
よ
り
若
干
薄
い
こ
と
、
画
面
左
の
男
性
の
履
く
靴
が
黒
色
系

の
着
色
で
あ
る
こ
と
（
東
博
本
は
薄
茶
色
系
）
、
画
面
右
の
青
色
系
錦
の
左
端
が
反
っ
て
い

る
こ
と
（
東
博
本
は
裏
側
に
め
く
れ
て
い
る
）
、
赤
色
系
錦
の
文
様
（
牡
丹
文
）
の
着
色
、

な
ど
で
あ
る
。
総
じ
て
絵
の
描
写
は
東
博
本
と
よ
く
似
て
お
り
、
同
一
人
の
手
に
よ
る
可
能

性
が
高
い
と
言
え
る
。

　

詞
書
の
内
容
に
関
し
て
、
東
博
本
と
の
相
違
は
、
わ
ず
か
に
「
嶋
」
と
「
島
」
の
字
の
違

い
の
み
で
あ
り
、
文
章
の
言
い
回
し
か
ら
行
立
て
ま
で
完
全
に
東
博
本
と
一
致
し
て
い
る
。

　

筆
蹟
に
関
し
て
は
、
東
博
本
と
比
べ
る
と
、
一
見
し
て
別
の
よ
う
に
見
え
る
。
『
ア
イ
ヌ

画
譜
』
の
筆
蹟
は
、
東
博
本
の
多
く
の
場
面
や
檍
丸
自
筆
の
『
東
蝦
夷
地
名
考
』
な
ど
に
典

型
的
に
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
（
写
真
４
参
照
）
、
檍
丸
の
自
筆
と
考
え
ら
れ
る
（
９
）
。
こ

の
筆
蹟
の
特
徴
は
、
筆
の
線
が
細
く
、
い
わ
ゆ
る
「
と
め
」
「
は
ね
」
「
は
ら
い
」
と
そ
れ

以
外
の
太
さ
に
大
き
な
違
い
が
な
く
、
比
較
的
均
一
な
線
で
書
か
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
書
き

方
も
檍
丸
ら
し
く
流
麗
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
東
博
本
は
、
一
文
字
一
文
字
を
し
っ
か
り
と

書
い
て
お
り
、
線
の
太
さ
に
強
弱
が
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
佐
々
木
利
和
は
、
東
博
本
の
こ
の

場
面
冒
頭
の
「
カ
ラ
フ
ト
島
ハ
西
夷
地
ソ
ウ
ヤ
よ
り
」
の
筆
蹟
を
取
り
出
し
、
国
立
公
文
書

館
所
蔵
の
『
東
蝦
夷
地
名
考
』
や
国
文
学
研
究
資
料
館
所
蔵
の
『
蝦
夷
島
奇
観
』
の
字
と
比

較
し
、
「
檍
丸
の
特
徴
が
あ
ら
わ
れ
て
お
り
、
ま
っ
た
く
同
筆
で
あ
る
こ
と
が
判
る
」
と
評

価
し
て
い
る
（
谷
澤
・
佐
々
木 

一
九
八
二
：
二
三
四
）
。
『
ア
イ
ヌ
画
譜
』
と
東
博
本
の

筆
蹟
の
見
た
目
の
違
和
感
は
、
使
用
筆
あ
る
い
は
書
き
方
の
違
い
で
あ
り
、
両
者
と
も
檍
丸

写真３　上：アイヌ画譜
　　　　下：東博本（部分）
　　　　Image: TNM Image Archives
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の
自
筆
と
見
做
す
こ
と
が
可
能
で
あ
る
（
写
真
５
参
照
）
。

　

以
上
の
考
察
か
ら
、
本
場
面
は
檍
丸
の
自
筆
と
判
断
し
て
お
き
た
い
。

　

な
お
、
道
図
本
に
も
同
場
面
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
詞
書
の
筆
蹟
は
東
博
本
と
同
じ
で
あ

り
、
文
章
の
言
い
回
し
や
行
立
て
の
み
な
ら
ず
、
文
字
の
間
の
取
り
方
が
と
く
に
一
致
し
て

い
る
（
写
真
５
参
照
）
。
た
だ
し
、
絵
に
関
し
て
は
、
顔
や
髪
の
描
写
、
地
面
へ
の
黒
色
系

の
着
色
、
イ
ヌ
を
牽
く
綱
や
首
輪
へ
の
赤
色
系
の
着
色
、
錦
の
数
や
着
色
な
ど
、
い
く
つ
か

の
相
違
が
見
ら
れ
る
。

写真４　秦檍丸の筆蹟
「東博本」とあるのは東博本「六　熊祭部」のなかの詞書、「下２」とあるのは『アイヌ画譜　
下』の「唐太島夷図」の詞書からの切り抜き画像。　東博本（部分）Image: TNM Image Archives 東博本

東博本
東博本

東博本

東博本

下２

下２

下２

下２

下２

写真５　秦檍丸の筆蹟　　『アイヌ画譜』と東博本は筆の線の太さが異なるだけで、やや長体
がかった「夷」の左への「はらい」や右の「とめ」、「家」の左へのやや丸みを帯びた左への
「はらい」などを比べる限りは同筆と言える。『アイヌ画譜』の字が角張って見えるのは、東
博本よりも細くて軽い筆を用いているからと考えられる。東博本と道図本は同筆である。

【
道
図
本
】

【
東
博
本
】

【
ア
イ
ヌ
画
譜
】
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８　
下
３　
シ
ラ
ヌ
シ
地
図

　

サ
ハ
リ
ン
島
西
海
岸
南
端
の
シ
ラ
ヌ
シ
付
近
を
海
側
か
ら
俯
瞰
的
に
描
い
た
絵
図
（
鳥
瞰

図
）
で
あ
り
、
東
博
本
の
「
十
二　

唐
太
部
」
に
も
似
た
場
面
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。

　

絵
に
関
し
て
、
山
や
岩
の
描
写
な
ど
に
東
博
本
と
の
若
干
の
差
異
は
あ
る
も
の
の
、
全
般

的
に
相
違
点
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
同
一
絵
師
が
相
似
図
を
作
製
す
る
僅
差
の
範
囲
で
あ
る
。

な
お
、
こ
う
し
た
風
景
描
写
は
、
檍
丸
の
作
品
で
あ
る
『
大
日
本
国
東
山
道
陸
奥
州
駅
路

図
』
や
『
東
蝦
夷
地
屛
風
』
、
『
東
蝦
夷
地
名
考
』
な
ど
に
典
型
的
に
見
ら
れ
る
も
の
で
あ

る（
10
）
。
ま
た
、
絵
中
に
書
き
込
ま
れ
た
文
字
に
つ
い
て
も
東
博
本
と
一
致
し
て
い
る
。

　

以
上
の
考
察
か
ら
、
本
場
面
も
檍
丸
の
自
筆
と
判
断
し
て
お
き
た
い
。

９　
下
４　
使
犬
引
舟
図

　

五
匹
の
イ
ヌ
が
水
上
に
浮
か
ぶ
舟
を
引
く
場
面
で
あ
り
、
東
博
本
の
「
十
二　

唐
太
部
」

に
も
似
た
場
面
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
舟
上
に
は
櫂
を
操
る
男
性
一
人
と
筵
が
か
け
ら
れ
た

魚
が
描
か
れ
、
遠
景
に
山
々
も
描
か
れ
て
い
る
。

　

東
博
本
と
の
相
違
点
は
、
山
々
の
大
き
さ
（
東
博
本
に
比
べ
若
干
小
さ
く
描
写
）
、
岸
辺

の
草
へ
の
着
色
量
（
東
博
本
の
方
が
緑
色
系
の
着
色
が
豊
富
）
、
イ
ヌ
の
毛
の
模
様
、
イ
ヌ

の
首
輪
へ
の
赤
色
系
の
着
色
、
筵
へ
の
赤
色
系
の
着
色
、
舟
上
の
男
性
の
着
物
や
そ
の
文
様

へ
の
着
色
（
黄
色
系
の
着
色
に
両
肩
の
文
様
部
分
に
赤
色
系
の
着
色
）
、
櫂
へ
の
着
色
（
東

博
本
は
薄
茶
色
系
の
着
色
）
、
水
上
へ
の
着
色
量
（
東
博
本
の
方
が
青
色
系
の
着
色
量
が
多

い
）
、
な
ど
で
あ
る
。

　

絵
の
筆
致
に
つ
い
て
、
人
物
の
顔
の
描
き
方
な
ど
微
細
な
部
分
に
注
目
す
る
と
多
少
の
相

違
は
あ
る
が
（
写
真
６
参
照
）
、
輪
郭
線
の
位
置
は
ほ
ぼ
一
致
し
て
お
り
、
絵
全
体
か
ら
見

れ
ば
遜
色
な
い
範
囲
の
相
違
で
あ
る
（
11
）
。
「
使
犬
引
舟
圖
」
の
画
題
の
筆
蹟
の
一
致
な
ど

か
ら
み
て
も
、
『
ア
イ
ヌ
画
譜
』
と
東
博
本
は
同
一
人
の
手
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

以
上
の
考
察
か
ら
、
本
場
面
も
檍
丸
の
自
筆
と
判
断
し
て
お
き
た
い
。

10　
下
５　
判
官
岬
図

　

判
官
・
源
義
経
が
こ
の
島
に
渡
り
、
自
像
を
石
に
て
建
て
、
「
山
丹
」
の
地
方
に
渡
っ
た

と
い
う
、
い
わ
ゆ
る
義
経
蝦
夷
渡
伝
説
の
説
明
と
海
岸
部
崖
の
岬
を
海
側
か
ら
俯
瞰
的
に
描

い
た
絵
図
（
鳥
瞰
図
）
で
あ
り
、
東
博
本
の
「
十
二　

唐
太
部
」
に
も
似
た
場
面
が
収
録
さ

れ
て
い
る
。
こ
の
絵
と
詞
書
か
ら
で
は
、
サ
ハ
リ
ン
島
の
ど
の
岬
を
描
い
た
も
の
な
の
か
、

ま
た
は
架
空
の
描
写
な
の
か
は
判
別
で
き
な
い（

12
）
。

　

絵
に
関
し
て
、
東
博
本
と
の
相
違
点
は
、
岩
の
形
や
数
、
陰
影
の
着
色
、
木
の
位
置
な
ど

を
指
摘
で
き
る
が
、
全
般
的
に
は
同
一
絵
師
が
相
似
図
を
作
製
す
る
僅
差
の
範
囲
で
あ
る
。

詞
書
の
筆
蹟
は
、
見
た
目
に
は
違
い
が
あ
る
も
の
の
、
こ
れ
も
筆
や
書
き
方
の
違
い
に
よ
る

差
の
範
囲
で
あ
ろ
う
。

　

以
上
の
考
察
か
ら
、
本
場
面
も
檍
丸
の
自
筆
と
判
断
し
て
お
き
た
い
。

　

な
お
、
道
図
本
に
も
同
場
面
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
絵
は
『
ア
イ
ヌ
画
譜
』
や
東
博
本
に

よ
く
似
て
は
い
る
が
、
岩
肌
の
描
写
な
ど
が
簡
素
で
あ
る
。
た
だ
、
詞
書
の
筆
蹟
は
東
博
本

と
同
じ
で
あ
り
、
檍
丸
の
自
筆
と
考
え
ら
れ
る
。

11　
下
６　
唐
人
島
酋
長
墓

　

サ
ハ
リ
ン
島
ア
イ
ヌ
の
有
力
者
の
墓
の
絵
で
あ
り
、
東
博
本
の
「
十
二　

唐
太
部
」
に
も

写真６　上：アイヌ画譜
　　　　下：東博本（部分）
　　　　Image: TNM Image Archives
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似
た
場
面
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
近
藤
重
蔵
『
辺
要
分
界
図
考
』
に
も
似
た
絵
が
収
録
さ

れ
て
お
り
、
そ
こ
に
は
「
夷
人
楊
忠
貞
墳
墓
之
図
」
と
の
画
題
が
添
え
ら
れ
て
い
る
（
13
）
。

「
楊
忠
貞
」
は
、
サ
ハ
リ
ン
島
西
海
岸
ナ
ヨ
ロ
村
の
長
・
ヨ
ー
チ
イ
テ
ア
イ
ノ
の
こ
と
で
、

中
国
清
朝
か
ら
満
洲
語
の
文
書
と
「
楊
忠
貞
」
の
名
を
授
か
っ
た
人
物
で
あ
る
。
中
国
清
朝

の
権
威
を
傘
に
サ
ハ
リ
ン
島
南
部
に
お
い
て
強
大
な
権
勢
を
奮
っ
て
い
た
人
物
だ
っ
た
と
考

え
ら
れ
る
の
で
、
死
後
に
こ
の
絵
の
よ
う
な
墓
が
作
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う（

14
）
。

　

東
博
本
と
の
相
違
点
は
、
画
題
の
筆
蹟
程
度
で
あ
る
が
、
先
に
検
討
し
た
と
お
り
、
『
ア

イ
ヌ
画
譜
』
は
細
字
で
あ
り
、
東
博
本
は
や
や
太
い
線
が
あ
ら
わ
れ
て
い
る
の
み
で
、
両
者

は
檍
丸
の
自
筆
と
見
て
よ
い
。
絵
に
関
し
て
は
ほ
と
ん
ど
一
致
し
て
い
る
。

　

以
上
の
考
察
か
ら
、
本
場
面
も
檍
丸
の
自
筆
と
判
断
し
て
お
き
た
い
。

　

な
お
、
道
図
本
に
も
「
カ
ラ
フ
ト
酋
長
墓
」
と
の
画
題
の
同
場
面
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。

『
ア
イ
ヌ
画
譜
』
や
東
博
本
と
の
大
き
な
違
い
は
、
屋
根
上
の
文
様
の
あ
る
長
板
へ
の
黒
色

系
の
着
色
で
あ
る
。
近
藤
重
蔵
『
辺
要
分
界
図
考
』
収
録
の
絵
に
も
、
こ
の
部
分
に
黒
色
系

の
着
色
が
施
さ
れ
て
い
る
も
の
が
あ
る
（
15
）
。
こ
の
絵
の
成
立
を
考
察
す
る
う
え
で
興
味
深

い
事
例
で
あ
る
。

12　
下
７　
カ
ラ
フ
ト
椀

　

真
ん
中
を
刳
り
抜
き
把
手
に
文
様
を
施
し
た
木
製
器
物
を
描
い
た
絵
で
あ
り
、
東
博
本
の

「
十
二　

唐
太
部
」
に
も
似
た
場
面
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
絵
と
画
題
の
文
字
の
筆
蹟
に
対
し
て
、
東
博
本
と
の
相
違
点
を
見
出
す
の
は
き
わ
め

て
困
難
で
あ
る
。

　

以
上
の
考
察
か
ら
、
本
場
面
も
檍
丸
の
自
筆
と
判
断
し
て
お
き
た
い
。

13　
下
８　
カ
ラ
フ
ト
女
夷
墓

　

サ
ハ
リ
ン
島
ア
イ
ヌ
の
女
性
の
墓
を
描
い
た
絵
で
あ
り
、
東
博
本
の
「
十
二　

唐
太
部
」

に
も
似
た
場
面
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
絵
と
画
題
の
文
字
の
筆
蹟
に
対
し
て
も
、
東
博
本
と
の
相
違
点
を
見
出
す
の
は
き
わ

め
て
困
難
で
あ
る
。
画
面
中
央
よ
り
若
干
右
に
描
写
し
、
な
お
か
つ
若
干
斜
め
右
に
傾
斜
し

て
描
写
す
る
点
も
一
致
し
て
い
る
。

　

以
上
の
考
察
か
ら
、
本
場
面
も
檍
丸
の
自
筆
と
判
断
し
て
お
き
た
い
。

　

な
お
、
道
図
本
に
も
「
カ
ラ
フ
ト
女
夷
墓
」
と
の
画
題
の
あ
る
同
場
面
が
収
録
さ
れ
て
い

る
。
こ
ち
ら
は
墓
木
に
対
し
て
薄
黒
色
系
の
着
色
を
施
し
、
文
様
を
描
い
て
い
る
。
ま
た
地

面
に
小
枝
を
描
き
、
赤
色
系
の
絵
具
で
花
を
表
現
し
て
い
る
。
画
面
や
や
右
に
描
写
し
、
斜

め
右
に
若
干
傾
斜
し
た
形
で
描
写
す
る
点
な
ど
は
一
致
し
て
い
る
。

四　
総
合
考
察

　

こ
こ
で
は
前
章
ま
で
の
考
察
を
総
合
的
に
解
釈
し
、
『
ア
イ
ヌ
画
譜
』
に
関
す
る
筆
者
の

私
見
を
述
べ
て
み
た
い
。

　

『
ア
イ
ヌ
画
譜
』
は
上
巻
と
下
巻
の
二
帖
と
さ
れ
、
ど
ち
ら
も
同
じ
表
装
の
折
本
に
仕
立

て
ら
れ
て
は
い
る
が
、
横
の
法
量
に
差
が
あ
り
（
上
巻
は
二
〇
・
五
㎝
、
下
巻
は
一
九
・
五

㎝
）
、
な
お
か
つ
仕
立
て
方
に
大
き
な
違
い
が
あ
る
。

　

東
博
本
「
六　

熊
祭
部
」
の
類
似
図
か
ら
な
る
上
巻
は
、
開
口
時
に
一
枚
の
料
紙
が
一
面

に
展
開
す
る
よ
う
に
料
紙
が
台
紙
に
貼
付
さ
れ
て
い
る
（
写
真
７
）
。
料
紙
も
台
紙
も
通
常

の
古
文
書
な
ど
の
料
紙
よ
り
も
厚
手
で
あ
る
。
料
紙
が
厚
手
な
の
は
、
お
そ
ら
く
薄
美
濃
紙

を
二
枚
重
ね
て
料
紙
と
し
て
い
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。
開
口
時
の
天
地
端
奥
に
余
白
は
見
ら
れ

な
い
が
、
中
央
の
折
り
目
部
分
は
裂
け
て
い
る
（
写
真
８
）
。
通
常
の
折
本
は
、
料
紙
中
央

の
折
り
目
が
裂
け
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
い
（
東
博
本
に
も
折
り
目
は
あ
る
が
料
紙
自
体
は

裂
け
て
は
い
な
い
）
。
料
紙
が
中
央
で
縦
に
裂
け
る
の
は
、
よ
ほ
ど
開
閉
回
数
が
蓄
積
さ

れ
、
擦
れ
に
よ
り
資
料
自
体
が
劣
化
し
た
場
合
で
あ
る
が
、
例
え
そ
う
で
あ
っ
た
と
し
て
も

相
当
な
回
数
開
閉
し
な
け
れ
ば
折
り
目
が
裂
け
る
こ
と
は
な
い
。
し
か
し
本
資
料
は
、
す
べ

て
の
場
面
の
料
紙
が
オ
モ
テ
丁
と
ウ
ラ
丁
で
縦
に
裂
け
て
い
る
（
表
面
は
裂
け
て
い
る
が
、

台
紙
の
裏
側
で
テ
ー
プ
補
強
さ
れ
て
い
る
。
写
真
９
）
。
本
資
料
が
こ
の
よ
う
な
状
態
な
の

は
、
仕
立
て
方
が
通
常
の
折
本
と
は
異
な
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。
お
そ
ら
く
本
資
料
は
、
折
り



北海道博物館研究紀要　第9号　2024年

233
（30）

目
が
付
い
た
状
態
の
台
紙
に
合
わ
せ
て
料
紙
を
貼
付
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

一
方
、
東
博
本
「
十
二　

唐
太
部
」
の
類
似
図
か
ら
な
る
下
巻
は
、
料
紙
が

裂
け
て
は
お
ら
ず
、
ま
た
開
口
時
に
一
枚
の
料
紙
が
一
面
に
展
開
さ
れ
る
よ
う

に
料
紙
を
台
紙
に
貼
付
し
て
は
い
な
い
。
開
口
す
る
と
、
料
紙
の
端
（
右
端
）

が
前
の
オ
モ
テ
丁
の
奥
（
左
端
）
に
あ
ら
わ
れ
、
開
口
時
の
オ
モ
テ
丁
の
奥

（
左
端
）
に
は
次
の
料
紙
の
端
が
あ
ら
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
各
料
紙
の
端
に

縦
の
折
れ
目
が
付
い
て
お
り
、
折
本
全
体
で
折
り
目
が
料
紙
の
端
と
ズ
レ
て
い

る
の
で
あ
る
（
写
真
10
）
。
こ
の
仕
立
て
方
は
、
料
紙
を
横
に
継
い
だ
も
の
を

台
紙
に
貼
付
し
て
か
ら
、
折
り
目
を
付
け
る
方
法
で
あ
る
。
東
博
本
も
開
口
時

に
折
り
目
が
ズ
レ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
『
ア
イ
ヌ
画
譜
』
の
下
巻
と
東
博
本

は
、
折
本
の
仕
立
て
方
が
同
じ
と
言
え
る
。

　

以
上
を
踏
ま
え
た
う
え
で
、
『
ア
イ
ヌ
画
譜
』
の
上
巻
と
下
巻
を
総
合
的
に

考
察
し
て
み
よ
う
。

１　
『
ア
イ
ヌ
画
譜
』
上
巻
に
つ
い
て

　

『
ア
イ
ヌ
画
譜
』
上
巻
に
は
、
東
博
本
の
「
六　

熊
祭
部
」
の
五
場
面
と

同
一
の
場
面
が
収
録
さ
れ
て
お
り
、
順
序
に
違
い
も
な
い
。
絵
の
構
図
に
つ

い
て
、
細
部
で
東
博
本
と
異
な
る
部
分
も
見
受
け
ら
れ
る
が
、
全
般
的
な
情

報
量
と
し
て
は
ほ
と
ん
ど
遜
色
な
い
程
度
、
も
し
く
は
そ
れ
以
上
の
情
報
量
の

描
写
で
あ
る
。
情
報
量
に
お
い
て
東
博
本
に
劣
る
こ
と
は
な
く
、
む
し
ろ
東
博

本
の
方
が
描
写
さ
れ
る
人
物
の
数
が
少
な
く
、
背
景
の
地
面
の
草
の
描
写
が
な

い
点
だ
け
を
取
り
上
げ
て
も
、
『
ア
イ
ヌ
画
譜
』
よ
り
も
簡
素
な
描
写
と
言
え

る
。
と
り
わ
け
特
徴
的
な
の
は
、
上
４
〔
熊
祭
神
酒
飲
図
〕
に
お
け
る
祭
壇
上

の
漆
器
類
の
蒔
絵
・
沈
金
の
金
粉
を
使
用
し
て
の
細
緻
な
描
写
で
あ
る
（
写
真

11
）
。
通
常
の
写
本
で
は
、
こ
こ
ま
で
豪
華
に
描
き
上
げ
る
こ
と
は
な
い
だ
ろ

う
か
ら
、
こ
の
こ
と
は
『
ア
イ
ヌ
画
譜
』
上
巻
が
単
な
る
『
蝦
夷
島
奇
観
』
写

本
と
い
う
域
を
越
え
た
存
在
で
あ
る
こ
と
を
窺
わ
せ
る
。

写真7
開口時の台紙（26.8×40.6cm）から料紙が
はみ出していない。

↑
折本の折り目

写真8　料紙中央の裂け

写真9　台紙裏側のテープ補強写真10　開口時の左端（折り目の直右）に次の料紙の端が見える。

折本の折り目
↑↓ 料紙の継目
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詞
書
の
筆
蹟
は
、
五
つ
の
場
面
す
べ
て
が
同
じ
で
あ
り
、
五
場
面
は
同
じ
書
き
手
に
よ
る

描
写
で
あ
る
。
た
だ
し
、
東
博
本
の
筆
蹟
と
は
違
う
よ
う
に
見
え
る
。

　

な
お
道
図
本
に
も
「
熊
祭
部
」
に
関
す
る
同
様
の
場
面
が
含
ま
れ
て
お
り
、
人
物
の
容
貌

や
髪
の
描
写
な
ど
は
明
ら
か
に
違
え
ど
、
絵
の
構
図
は
『
ア
イ
ヌ
画
譜
』
上
巻
と
ほ
と
ん
ど

同
じ
で
あ
り
、
詞
書
の
内
容
・
筆
蹟
は
同
筆
で
あ
る
（
二
四
頁
写
真
２
参
照
）
。
こ
の
こ
と

か
ら
道
図
本
と
『
ア
イ
ヌ
画
譜
』
は
、
ど
ち
ら
か
が
原
本
で
、
ど
ち
ら
か
が
そ
の
模
本
、
も

し
く
は
両
者
と
も
別
の
原
本
を
元
に
し
た
模
本
と
考
え
ら
れ
る
。

　

以
上
の
考
察
か
ら
、
『
ア
イ
ヌ
画
譜
』
上
巻
は
、
東
博
本
の
模
本
で
は
な
く
、
東
博
本
の

前
段
階
の
『
蝦
夷
島
奇
観
』
「
熊
祭
部
」
の
姿
を
伝
え
る
貴
重
な
写
本
で
あ
る
可
能
性
が
浮

上
す
る
。
東
博
本
は
檍
丸
晩
年
に
近
い
一
八
〇
七
（
文
化
四
）
年
の
成
立
と
さ
れ
、
情
報
量

と
し
て
は
絵
、
詞
書
と
も
最
も
充
実
し
た
完
成
形
と
考
え
が
ち
な
の
で
、
そ
れ
よ
り
情
報
量

の
多
い
『
ア
イ
ヌ
画
譜
』
上
巻
を
、
東
博
本
成
立
よ
り
も
後
に
檍
丸
以
外
の
人
が
描
い
た
写

写真11　金粉を用いて細緻に描写されている。

写真12　アイヌ画譜

　

絵
の
筆
致
は
、
五
つ
の
場
面
す
べ
て

が
同
じ
で
あ
り
、
五
場
面
は
同
じ
書
き

手
に
よ
る
描
写
で
あ
る
（
写
真
12
参

照
）
。
た
だ
し
、
東
博
本
の
筆
致
と
は

異
な
る
（
写
真
13
参
照
）
。
と
り
わ
け

人
物
の
容
貌
や
髪
の
毛
の
描
写
が
東
博

本
と
は
異
な
り
、
強
い
て
言
え
ば
『
ア

イ
ヌ
画
譜
』
上
巻
の
方
が
丁
寧
で
あ

る
。
毛
量
は
『
ア
イ
ヌ
画
譜
』
上
巻
の

方
が
豊
か
な
描
写
と
な
っ
て
お
り
、
頭

頂
部
の
禿
げ
の
描
写
も
東
博
本
よ
り
控

え
め
で
あ
る
。

写真13　東博本（部分）
Image: TNM Image Archives

写真12と写真13は左右で対になるように同一箇所を並べたも
のである。上から1段目は〔熊祭踊図〕、2段目は〔熊祭花矢射
図〕、3段目は〔熊祭挟殺図〕、4段目は〔熊祭神酒飲図〕、5段
目は〔熊祭酒宴図〕の一部の切り抜き画像である。
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本
と
見
做
す
解
釈
が
ま
ず
一
つ
あ
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
「
熊
祭
」
を
題
材
と
し
た
作
品

（
作
者
が
檍
丸
か
別
人
か
は
と
も
か
く
）
が
東
博
本
成
立
以
前
か
ら
別
に
存
在
し
、
東
博
本

を
制
作
す
る
段
階
で
そ
れ
を
『
蝦
夷
島
奇
観
』
の
な
か
に
情
報
量
を
抑
え
た
形
で
取
り
込
ん

だ
と
い
う
解
釈
も
成
り
立
つ
。
そ
も
そ
も
東
博
本
の
一
〜
十
二
の
部
の
う
ち
、
「
六　

熊
祭

部
」
と
「
八　

膃
肭
臍
漁
部
」
の
二
巻
に
は
目
録
が
な
く
、
両
部
は
い
く
つ
か
の
連
続
し
た

場
面
を
順
列
に
よ
り
一
つ
の
物
語
と
し
て
提
示
す
る
構
成
に
な
っ
て
い
る
。
「
八　

膃
肭
臍

漁
部
」
に
は
、
最
初
に
総
論
と
し
て
の
「
総
説
」
が
あ
る
。
一
方
、
「
六　

熊
祭
部
」
に

「
総
説
」
は
な
い
が
、
他
部
で
目
録
に
相
当
す
る
料
紙
の
あ
る
箇
所
に
白
紙
の
料
紙
が
一
枚

含
ま
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
は
、
目
録
を
示
す
予
定
だ
っ
た
の
か
、
あ
る
い
は
「
熊
祭
部
」
の

総
説
の
詞
書
を
示
す
予
定
だ
っ
た
の
か
は
定
か
で
は
な
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
の
東
博
本

「
熊
祭
部
」
の
構
成
の
他
部
と
の
相
違
に
は
、
今
後
注
目
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

　

ク
マ
祭
り
を
題
材
に
従
来
の
ア
イ
ヌ
文
化
起
源
・
成
立
論
に
疑
問
を
呈
し
た
池
田
貴
夫

は
、
『
蝦
夷
島
奇
観
』
（
東
博
本
）
の
五
つ
の
「
ク
マ
祭
り
図
」
に
つ
い
て
「
そ
れ
以
前
に

描
か
れ
た
小
玉
貞
良
な
ど
の
ク
マ
祭
り
図
と
は
作
風
を
異
に
し
、
ま
た
ク
マ
祭
り
図
に
記
さ

れ
た
文
字
情
報
も
、
そ
れ
以
前
の
代
表
的
な
文
献
資
料
を
遥
か
に
し
の
ぐ
情
報
量
を
有
し
て

い
る
」
と
の
見
解
を
示
し
て
い
る
（
池
田 

二
〇
〇
九
：
九
八
）
。
ま
た
、
ク
マ
祭
り
に
つ

い
て
佐
々
木
利
和
は
論
文
「
イ
オ
マ
ン
テ
考
」
に
お
い
て
、
秦
檍
丸
『
蝦
夷
見
聞
記
』
の
記

述
を
も
と
に
、
こ
の
文
化
現
象
の
復
元
を
試
み
て
い
る
（
佐
々
木 

二
〇
一
三
）
。

　

近
世
ア
イ
ヌ
文
化
の
中
核
を
な
す
と
さ
れ
る
ク
マ
祭
り
を
再
検
証
す
る
意
味
に
お
い
て

も
、
『
蝦
夷
島
奇
観
』
の
東
博
本
以
前
の
姿
を
探
究
す
る
必
要
が
あ
る
と
言
え
る
。
本
資
料

は
そ
の
手
が
か
り
と
な
る
可
能
性
を
秘
め
た
写
本
と
評
価
で
き
る
。
た
だ
し
、
『
ア
イ
ヌ
画

譜
』
上
巻
が
東
博
本
の
成
立
以
後
の
成
立
で
あ
る
可
能
性
も
あ
る
の
で
、
こ
の
点
に
つ
い

て
、
現
段
階
で
は
答
え
を
出
せ
な
い
が
、
今
後
の
『
蝦
夷
島
奇
観
』
写
本
の
研
究
の
進
展
に

よ
り
、
答
え
を
導
出
で
き
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

２　
『
ア
イ
ヌ
画
譜
』
下
巻
に
つ
い
て

　

『
ア
イ
ヌ
画
譜
』
下
巻
は
、
東
博
本
「
十
二　

唐
太
部
」
の
八
場
面
と
同
一
の
場
面
を
収

録
す
る
が
、
順
序
に
若
干
の
違
い
が
あ
る
。
た
だ
し
、
〔
唐
太
部
目
録
〕
の
順
番
か
ら
す
る

と
、
『
ア
イ
ヌ
画
譜
』
下
巻
も
東
博
本
も
目
録
と
一
致
し
て
い
な
い
。

　

絵
の
構
図
、
筆
致
、
詞
書
の
内
容
・
筆
蹟
、
そ
し
て
折
帖
の
仕
立
て
方
か
ら
見
る
と
、

『
ア
イ
ヌ
画
譜
』
と
東
博
本
は
酷
似
し
て
い
る
。
絵
の
筆
致
の
微
細
な
部
分
や
着
色
に
注
目

す
る
と
両
者
に
多
少
の
相
違
は
あ
る
（
写
真
14
参
照
）
。
し
か
し
、
手
稿
の
場
合
、
同
人
物

に
よ
る
同
場
面
の
描
写
の
絵
二
つ
が
完
全
に
一
致
す
る
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
。
俯
瞰
的
に
見

れ
ば
、
絵
の
構
図
の
位
置
関
係
の
均
整
は
と
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
詞
書
や
画
題
の
筆
蹟
に

つ
い
て
は
先
述
の
と
お
り
檍
丸
の
筆
蹟
と
み
て
よ
い
。
し
た
が
っ
て
本
稿
で
は
、
『
ア
イ
ヌ

画
譜
』
下
巻
は
東
博
本
「
唐
太
部
」
と
同
様
、
秦
檍
丸
の
自
筆
と
評
価
し
て
お
き
た
い
。

　

『
蝦
夷
島
奇
観
』
写
本
の
な
か
に
は
、
サ
ハ
リ
ン
島
に
関
す
る
場
面
と
し
て
「
山
丹

錦
」
、
「
熊
牙
取
図
」
、
「
抜
犬
之
陰
嚢
図
」
、
「
山
靼
人
」
、
「
唐
太
ホ
ロ
コ
タ
ン
イ
コ

ン
ラ
ン
ゲ
」
な
ど
を
収
録
す
る
も
の
も
あ
る
が
（
16
）
、
『
ア
イ
ヌ
画
譜
』
の
八
場
面
は
東
博

本
の
八
場
面
と
完
全
に
一
致
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
『
ア
イ
ヌ
画
譜
』
下
巻
と
東
博

本
は
、
同
時
期
に
檍
丸
の
手
に
よ
り
作
製
さ
れ
た
副
本
（
も
し
く
は
控
え
）
・
正
本
の
関
係

に
あ
る
と
評
価
し
て
お
き
た
い
。

ま
と
め
に
か
え
て

　

本
稿
の
「
は
じ
め
に
」
で
も
述
べ
た
と
お
り
、
「
ア
イ
ヌ
画
譜
」
と
い
う
名
称
は
、
所
蔵

館
で
あ
る
北
海
道
立
図
書
館
の
受
入
登
録
名
で
あ
り
、
上
巻
、
下
巻
の
二
帖
で
の
整
理
も
所

蔵
館
の
分
類
で
あ
る
。
本
稿
で
検
討
し
た
結
果
、
下
巻
と
さ
れ
る
も
の
は
秦
檍
丸
自
筆
か
つ

東
博
本
『
蝦
夷
島
奇
観
』
の
「
十
二　

唐
太
部
」
の
写
本
で
あ
る
可
能
性
が
き
わ
め
て
高
い

一
方
、
上
巻
と
さ
れ
る
も
の
は
檍
丸
の
自
筆
と
は
断
定
で
き
な
い
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ

ち
、
上
巻
と
下
巻
は
両
者
と
も
『
蝦
夷
島
奇
観
』
に
関
係
し
て
い
る
と
は
い
え
、
成
立
背
景

の
異
な
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
が
零
本
で
あ
る
。
「
ア
イ
ヌ
画
譜
」
と
い
う
名
称
、
及

び
二
冊
を
上
下
の
完
結
本
と
し
て
扱
う
こ
と
の
是
非
に
つ
い
て
は
、
今
後
検
討
の
余
地
が
あ

る
だ
ろ
う
。
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写真14　『アイヌ画譜』下巻と東博本「十二　唐太部」の絵の細部の比較

東博本東博本 アイヌ画譜 アイヌ画譜

東博本（部分）
Image: TNM Image Archives

東博本（部分）
Image: TNM Image Archives
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二
六
）
年
五
月
二
五
日
に
「
ア
イ
ヌ
画
譜
」
の
名
称
で
受
入
原
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
以
上
の
こ

と
は
不
明
と
の
こ
と
で
あ
る
。「
ア
イ
ヌ
画
譜
」
の
名
称
は
旧
蔵
者
が
付
し
た
名
称
と
考
え
ら
れ

る
。
ま
た
、
二
冊
を
「
上
」
と
「
下
」
と
し
、
完
結
本
の
よ
う
に
扱
う
理
由
も
不
明
で
あ
る
（
旧

蔵
者
が
上
、
下
と
し
て
い
た
か
、
北
海
道
立
図
書
館
が
表
装
の
似
て
い
る
二
冊
に
対
し
て
受
入

時
に
上
、
下
と
付
し
た
か
は
不
明
）。
本
稿
で
は
、
所
蔵
館
の
登
録
名
称
に
倣
い
、
上
巻
・
下
巻

の
二
冊
を
合
わ
せ
て
、
と
り
あ
え
ず
『
ア
イ
ヌ
画
譜
』
と
呼
称
す
る
。

（
２
）�秦
檍
丸
（
一
七
六
〇
〜
一
八
〇
八
）
は
、
絵
図
の
作
製
を
主
な
生
業
と
す
る
幕
府
雇
の
役
人
で
あ

る
。
役
人
と
し
て
は
「
村
上
島
之
允
」
と
名
乗
り
、
作
製
し
た
多
く
の
作
品
に
は
「
秦
檍
丸
」

と
自
署
し
て
い
る
。
一
七
六
〇（
宝
暦
一
〇
）年
に
現
在
の
三
重
県
伊
勢
市
で
生
ま
れ
た
檍
丸
は
、

一
七
九
八
（
寛
政
一
〇
）
年
に
幕
府
の
支
配
勘
定
・
近
藤
重
蔵
の
蝦
夷
地
調
査
隊
に
絵
図
師
・
算

者
と
し
て
随
行
し
て
以
降
、
幕
府
高
官
の
巡
視
随
行
に
駆
り
出
さ
れ
、
蝦
夷
地
図
作
製
に
奔
走

す
る
。
そ
の
過
程
で
知
り
得
た
ア
イ
ヌ
の
実
情
を
伝
え
る
た
め
に
制
作
し
た
の
が『
蝦
夷
島
奇
観
』

で
あ
る
。
秦
檍
丸
や
『
蝦
夷
島
奇
観
』
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
谷
澤
尚
一
・
佐
々
木
利
和
編
『
秦

檍
麿
自
筆　

蝦
夷
島
奇
観
』（
谷
澤
・
佐
々
木 

一
九
八
二
）
を
参
照
の
こ
と
。
ま
た
、
檍
丸
の
作

品
に
つ
い
て
は
、
北
海
道
博
物
館
第
五
回
特
別
展
「
ア
イ
ヌ
語
地
名
と
北
海
道
」
に
お
い
て
そ

の
一
部
が
展
示
さ
れ
た
（
特
別
展
図
録
は
北
海
道
博
物
館
編
『
ア
イ
ヌ
語
地
名
と
北
海
道
』（
北

海
道
博
物
館 

二
〇
一
九
））。

（
３
）�北
海
道
博
物
館
は
、『
蝦
夷
島
奇
観
』
写
本
を
三
点
所
蔵
す
る
。
①
『
蝦
夷
島
奇
観
』（
収
蔵
番

号
七
一
九
二
〇
）、
②
『
蝦
夷
島
奇
観
』（
収
蔵
番
号
一
二
六
二
四
七
）、
③
『
蝦
夷
島
奇
観
（
近

夷
地
雑
図
部
）』（
収
蔵
番
号
一
二
六
二
六
五
）
の
三
点
で
あ
る
。
本
稿
で
は
便
宜
上
①
を
「
北

博
本
Ａ
」、
②
を
「
北
博
本
Ｂ
」
と
称
す
。
な
お
①
②
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
旧
北
海
道
開
拓

記
念
館
の
『
研
究
紀
要
』
に
お
い
て
詳
細
な
分
析
・
紹
介
・
評
価
が
行
わ
れ
て
い
る
（
山
際 

二
〇
一
二
、二
〇
一
三
）。

（
４
）�『
松
浦
竹
四
郎
研
究
会
会
誌
』
第
三
号
の
巻
頭
記
事
「
史
料
を
さ
が
し
求
め
て
―
谷
澤
尚
一
会
員

に
聞
く
―
」
に
「『
蝦
夷
島
奇
観
』
の
場
合
で
も
六
十
五
種
類
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
る
ん
で
す
よ
。

そ
れ
だ
け
で
十
年
は
か
か
っ
て
い
る
ん
で
す
。
で
す
か
ら
、
そ
れ
ら
を
全
部
見
た
の
で
自
筆
本

は
三
種
類
し
か
な
い
と
い
う
こ
と
が
確
認
で
き
た
ん
で
す
よ
。
矢
張
り
見
な
け
れ
ば
わ
か
ら

な
い
で
す
ね
。」（
谷
澤 

一
九
八
五
：
九
）
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
檍
丸
の
自
筆
本
、
写
本
を
含
め

六
十
五
件
以
上
は
あ
る
と
想
定
で
き
る
。

（
５
）前
掲（
３
）。

（
６
）�い
わ
ゆ
る
ア
ッ
ト
ゥ
ㇱ
（
樹
皮
衣
）
の
こ
と
で
あ
る
が
、
檍
丸
は
『
蝦
夷
島
奇
観
』
の
詞
書
の
な

か
で
「
木
皮
衣
」
と
表
現
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
本
稿
で
は
こ
れ
に
倣
う
。

（
７
）�東
博
本
で
は
腰
に
マ
キ
リ
を
提
げ
て
い
る
人
物
は
三
人
（
画
面
中
央
や
や
右
下
の
魚
を
持
つ
人
、

　

一
方
、
道
図
本
の
『
蝦
夷
島
奇
観
』
に
つ
い
て
は
、
本
稿
で
は
部
分
的
に
言
及
す
る
に
と

ど
め
た
が
、
東
博
本
の
成
立
を
探
究
す
る
う
え
で
無
視
で
き
な
い
資
料
で
あ
る
こ
と
が
、
本

稿
で
の
考
察
に
よ
り
浮
上
し
て
き
た
。
今
後
、
道
図
本
の
詳
細
な
検
討
に
よ
り
、
『
ア
イ
ヌ

画
譜
』
と
道
図
本
、
あ
る
い
は
東
博
本
と
道
図
本
の
関
係
性
に
つ
い
て
も
考
究
し
、
写
本
構

造
を
解
明
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
そ
の
点
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

　

ま
た
、
北
博
本
Ａ
・
北
博
本
Ｂ
と
、
『
ア
イ
ヌ
画
譜
』
・
東
博
本
・
道
図
本
の
関
係
に
つ

い
て
も
、
本
稿
で
は
ほ
と
ん
ど
言
及
し
な
か
っ
た
が
、
北
博
本
Ａ
、
北
博
本
Ｂ
の
成
立
は
幕

末
期
以
降
と
さ
れ
て
お
り
（
山
際 

二
〇
一
二
、 

二
〇
一
三
）
、
東
博
本
の
成
立
時
期
と
は

数
十
年
以
上
の
懸
隔
が
あ
る
。
例
え
ば
、
〔
熊
祭
挟
殺
図
〕
に
注
目
す
る
と
、
北
博
本
Ａ
・

Ｂ
と
も
に
ク
マ
を
挟
む
木
は
三
本
描
か
れ
て
お
り
、
そ
の
点
で
北
博
本
Ａ
・
Ｂ
は
、
東
博
本

よ
り
は
『
ア
イ
ヌ
画
譜
』
や
道
図
本
の
描
写
に
近
い
と
言
え
る
（
八
〜
九
頁
写
真
参
照
）
。

こ
う
し
た
点
は
、
北
博
本
Ａ
・
Ｂ
を
含
め
た
東
博
本
以
後
の
『
蝦
夷
島
奇
観
』
写
本
が
、
東

博
本
以
外
の
作
品
か
ら
派
生
し
た
こ
と
を
窺
わ
せ
る
事
例
と
言
え
る
。
以
上
の
よ
う
な
諸
問

題
の
検
討
も
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

付
記

　

本
稿
は
、
科
学
研
究
費
助
成
事
業（
学
術
研
究
助
成
基
金
助
成
金
）・
基
盤
研
究（
Ｃ
）「『
蝦

夷
島
奇
観
』
成
立
史
と
写
本
構
造
に
関
す
る
研
究—

「
ア
イ
ヌ
文
化
成
立
」
言
説
の
探
究—

」

（
課
題
番
号
：23K00805

、研
究
期
間
：
令
和
五（
二
〇
二
三
）〜
令
和
九（
二
〇
二
七
）年
度
、

研
究
代
表
者
：
東
俊
佑
）に
よ
る
研
究
成
果
の
一
つ
で
あ
る
。

註（
１
）�北
海
道
立
図
書
館
で
は
、『
ア
イ
ヌ
画
譜　

上
』（
請
求
記
号210.088/A/1

）、『
ア
イ
ヌ
画
譜　

下
』（
請
求
記
号210.088/A/2

）
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
登
録
・
配
架
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の

形
態
は
一
冊
の
折
帖
仕
立
て
で
あ
る
。
な
お
、
資
料
表
紙
の
題
箋
貼
付
部
分
は
台
紙
の
み
で
本

紙
は
な
く
無
記
載
で
あ
り
、
資
料
中
の
ど
こ
に
も
「
ア
イ
ヌ
画
譜
」
の
記
載
は
見
当
た
ら
な
い
。

北
海
道
立
図
書
館
に
よ
る
と
、
本
資
料
は
個
人
か
ら
購
入
し
た
も
の
で
あ
り
、
一
九
五
一
（
昭
和
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ク
マ
檻
の
右
で
踊
る
白
髪
・
白
髭
の
老
人
、
ク
マ
の
正
面
で
手
を
叩
い
て
い
る
人
物
）
な
の
に
対

し
、『
ア
イ
ヌ
画
譜
』
で
は
少
な
く
と
も
八
人
は
腰
か
ら
マ
キ
リ
、
入
れ
物
、
タ
バ
コ
入
れ
を
提

げ
て
い
る
。

（
８
）�東
博
本
は
「
一　

古
説
部
」
か
ら
「
十
二　

唐
太
部
」
及
び
「
附
録　

三
邑
図
」
を
含
め
十
三

巻
の
な
か
に
約
一
三
〇
の
場
面
（
場
面
の
数
え
方
は
研
究
者
に
よ
り
区
々
で
あ
ろ
う
。
筆
者
は

一
三
七
場
面
で
数
え
て
い
る
。
詳
細
は
本
誌
七
三
〜
九
二
頁
の
拙
稿
を
参
照
の
こ
と
）
が
収
録
さ

れ
、
そ
の
大
部
分
の
絵
と
詞
書
の
筆
致
は
一
致
し
て
い
る
。
東
博
本
に
収
録
さ
れ
る
大
部
分
の
場

面
の
筆
蹟
に
つ
い
て
は
、
佐
々
木
利
和
が
指
摘
す
る
と
お
り
、
檍
丸
の
絶
筆
で
あ
る
『
東
蝦
夷

地
名
考
』
の
筆
蹟
と
同
筆
で
あ
り
、
檍
丸
の
自
筆
と
解
釈
さ
れ
る
（
谷
澤
・
佐
々
木 

一
九
八
二
：

二
三
四
）。
こ
の
こ
と
に
筆
者
は
異
論
は
な
い
。
た
だ
し
絵
に
つ
い
て
は
、
東
博
本
に
収
録
さ
れ

る
大
部
分
の
場
面
の
筆
致
が
共
通
し
て
お
り
、
東
博
本
が
同
一
人
の
手
に
よ
る
作
品
で
あ
る
こ

と
は
理
解
で
き
る
が
、
こ
れ
が
檍
丸
の
自
筆
な
の
か
ど
う
か
は
正
直
な
と
こ
ろ
筆
者
に
は
判
断

で
き
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
佐
々
木
の
見
解
、
あ
る
い
は
東
博
本
の
序
に
「
秦
檍
丸
」
と
署
名

が
あ
る
こ
と
に
疑
念
を
挟
ま
ず
、
こ
こ
で
は
絵
も
詞
書
も
檍
丸
の
自
筆
と
し
て
解
釈
し
て
お
き

た
い
。

（
９
）前
掲（
８
）。

（
10
）�『
大
日
本
国
東
山
道
陸
奥
州
駅
路
図
』
は
函
館
市
中
央
図
書
館
な
ど
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。『
東

蝦
夷
地
屛
風
』
は
函
館
市
中
央
図
書
館
所
蔵
。『
東
蝦
夷
地
名
考
』
は
檍
丸
の
自
筆
と
さ
れ
る
も

の
が
函
館
市
中
央
図
書
館
、
東
京
大
学
附
属
図
書
館
、
国
立
公
文
書
館
、
北
海
道
大
学
附
属
図

書
館
に
各
一
点
ず
つ
計
四
点
確
認
さ
れ
て
い
る
（
高
木 

二
〇
〇
五
）。
筆
者
は
四
点
す
べ
て
の
檍

丸
に
よ
る
風
景
描
写
を
実
見
し
た
が
、
山
の
稜
線
や
着
色
の
相
違
な
ど
は
、
四
点
間
の
な
か
で

も
見
ら
れ
た
た
め
、『
ア
イ
ヌ
画
譜
』
と
東
博
本
の
相
違
は
「
同
一
絵
師
が
相
似
図
を
作
製
す
る

僅
差
の
範
囲
」
と
解
釈
し
た
。

（
11
）�写
真
６
上
の
『
ア
イ
ヌ
画
譜
』
の
写
真
は
デ
ジ
タ
ル
一
眼
レ
フ
カ
メ
ラ
に
マ
イ
ク
ロ
レ
ン
ズ
を

取
り
付
け
て
筆
者
が
撮
影
し
た
写
真
で
あ
り
、
下
の
東
博
本
の
写
真
は
、
東
京
国
立
博
物
館
所

蔵
の
フ
ィ
ル
ム
を
ス
キ
ャ
ニ
ン
グ
し
た
画
像
で
あ
る
。
拡
大
す
る
と
東
博
本
の
画
像
は
や
や
ぼ

や
け
て
し
ま
う
が
、
東
博
本
も
髪
の
毛
は
一
本
一
本
を
丁
寧
に
描
い
て
い
る
。

（
12
）�北
海
学
園
大
学
（
北
駕
文
庫
）
所
蔵
の
『
蝦
夷
島
奇
観
』
の
な
か
に
「
判
官
義
経
岬
」
を
描
い
た

場
面
が
あ
り
、
そ
こ
に
は
「
カ
ラ
フ
ト
島
東
地
の
中
に
」
と
あ
る
。
檍
丸
が
サ
ハ
リ
ン
島
を
踏

査
し
た
歴
史
的
事
実
は
確
認
さ
れ
て
お
ら
ず
、「
唐
太
部
」
に
関
す
る
絵
は
す
べ
て
写
生
画
で
は

な
い
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
ど
こ
か
を
描
い
た
風
景
画
に
「
判
官
岬
図
」
と
の
画
題
を
付
与
し

た
可
能
性
は
高
い
と
言
え
る
。

（
13
）�近
藤
重
蔵
自
筆
の
『
辺
要
分
界
図
考
』
の
所
在
は
不
明
な
の
で
写
本
に
よ
る
検
討
と
な
る

が
、
筆
者
が
北
海
道
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
の
も
の
を
調
査
し
た
限
り
で
は
三
件
の
う
ち
二
件

に
こ
の
絵
と
画
題
が
あ
る
。
な
お
国
書
刊
行
会
編
『
近
藤
正
斎
全
集　

第
一
』（
国
書
刊
行
会 

一
九
〇
五
：
二
八
）収
載
の
「
辺
要
分
界
図
考
巻
之
三
」
に
も
こ
の
絵
と
画
題
が
あ
る
。

（
14
）�サ
ハ
リ
ン
島
ア
イ
ヌ
有
力
者
の
葬
制（
ミ
イ
ラ
作
り
）に
つ
い
て
は
、海
保
嶺
夫
の
研
究
が
あ
る（
海

保 

一
九
七
四
：
一
四
五
︱
一
六
一
）。

（
15
）�前
掲
（
13
）
の
北
海
道
大
学
所
蔵
の
写
本
の
三
件
の
う
ち
一
件
に
黒
色
系
の
着
色
が
あ
る
。
ま
た

国
書
刊
行
会
本
に
も
黒
色
系
の
着
色
が
あ
る
。

（
16
）�筆
者
が
こ
れ
ま
で
に
調
査
し
た
と
こ
ろ
で
は
、
国
文
学
研
究
資
料
館
所
蔵
本
、
函
館
市
中
央
図

書
館
所
蔵
本
、
北
海
学
園
大
学
（
北
駕
文
庫
）
所
蔵
本
、
国
立
公
文
書
館
所
蔵
本
な
ど
に
こ
れ
ら

の
絵
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
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Examination of Ainu Gafu in Hokkaido Prefectural Library Collection

AZUMA Shunsuke

This study examines the two volumes of Ainu 
Gafu, a pictorial material held in the Hokkaido 
Prefectural Library Collection, comparing its 
contents to Ezogashima Kikan authored by Hata 
Awakimaru (also known by the name of Murakami 
Shimanojo). It is thought that Awakimaru first 
established Ezogashima Kikan in 1799 as a 
collection of drawings based upon his travels in 
Ezochi, then later revised and supplemented his 
work multiple times until its final completion in 1807. 
The original work is designated as an Important 
Cultural Property of Japan, and is housed in the 
Tokyo National Museum collection. In this study, 

we examine each scene of the works, comparing 
elements such as drawing composition and 
brushwork, and script of the captions. We find that 
the first volume of Ainu Gafu corresponds to the 
sixth volume of Ezogashima Kikan (Kuma-matsuri, 
the bear festival) and that the second volume 
of Ainu Gafu corresponds to the twelfth volume 
of Ezogashima Kikan (Karafuto), revealing a high 
probability that the second volume was authored 
by Hata Awakimaru himself, and that the first 
volume was created before the establishment of 
Ezogashima Kikan.
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